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スタートの合図で一斉に飛び出す第１走者 

  
 

人 口 の う ご き 

平成２３年２月１日 

総人口   １０，１２０（－ ２５） 

  男       ４，８５１（－ １３） 

女       ５，２６９（－ １２） 

世帯数    ５，５０３（－ １４） 

今 月 の 主 な 記 事 

○ 町駅伝大会……………………Ｐ２ 

○ 議会だより……………………Ｐ３ 

○お知らせ ‥…………………Ｐ１６ 

○カレンダー …………………Ｐ２３ 

○戸籍の窓 ‥…………………Ｐ２４

カッコ内は前月との比較     ○まちの話題 …………………Ｐ２５ 
 



３月６（土）～７日（日） ＬＣ杯小学生バレー大会   広報せとうち（２） 

～

高
丘
地
区

が

優
勝
～ 

 

１
月
９
日
、
第
３５
回
町
駅

伝
競
走
大
会
が
行
わ
れ
、
１４

チ
ー
ム
の
選
手
た
ち
が
、
１０

区
間
約
２１
キ
ロ
を
タ
ス
キ

で
繋
ぎ
、
古
仁
屋
市
街
地
を

駆
け
抜
け
ま
し
た
。 

 

暖
か
な
日
差
し
の
中
で
行

わ
れ
た
大
会
の
話
題
は
、
昨

年
の
ト
ッ
プ
３
間
の
優
勝
争

い
で
、
連
覇
を
目
指
す
瀬
久

井
東
・
清
水
チ
ー
ム
と
雪
辱

を
期
す
高
丘
、
瀬
久
井
西
チ

ー
ム
の
動
向
で
し
た
。 

レ
ー
ス
序
盤
は
、
１
区
で

首
位
に
立
っ
た
山
郷
チ
ー
ム

が
粘
り
の
走
り
を
見
せ
ま
す

が
、
中
盤
か
ら
自
力
に
勝
る

高
丘
チ
ー
ム
が
抜
け
出
し
、

瀬
久
井
東
・
清
水
チ
ー
ム
、

瀬
久
井
西
チ
ー
ム
が
追
走
す

る
展
開
に
な
り
ま
し
た
。 

最
後
は
、
全
区
間
安
定
し

た
走
り
を
み
せ
た
高
丘
チ
ー

ム
が
昨
年
の
雪
辱
を
果
し
、

優
勝
を
勝
ち
取
り
ま
し
た
。 

連
覇
を
目
指
し
た
瀬
久
井

東
・
清
水
チ
ー
ム
は
、
１０
区

で
区
間
１
位
の
走
り
を
見
せ

ま
し
た
が
、
追
い
上
げ
及
ば

ず
、
２
位
に
終
わ
り
ま
し
た
。 

今
年
も
、
家
族
で
の
参
加

が
数
組
あ
り
、
親
子
間
、
兄

弟
姉
妹
間
で
の
タ
ス
キ
リ
レ

ー
が
見
ら
れ
、
観
客
か
ら
声

援
を
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。 

前
年
の
成
績
を
元
に
設
け

ら
れ
た
Ｂ
ク
ラ
ス
の
優
勝
は

山
郷
チ
ー
ム
で
、
昨
年
、
選

手
が
集
ま
ら
ず
未
参
加
だ
っ

た
チ
ー
ム
を
７
位
へ
と
飛
躍

さ
せ
た
関
係
者
の
努
力
が
実

り
ま
し
た
。 

躍
進
賞
は
、
前
年
よ
り
約

７
分
タ
イ
ム
を
縮
め
た
久
慈

チ
ー
ム
に
贈
ら
れ
ま
し
た
。 

【総合順位】 

順位 地区名 タイム 

１ 高   丘 1:16:20 

２ 瀬久井東・清水 1:20:29 

３ 瀬 久 井 西 1:22:38 

４ 実 久 1:24:31 

５ 春 日 1:25:26 

６ 大湊・須手・手安 1:25:29 

７ 山 郷 1:25:49 

８ 油 井 1:25:51 

９ 久 慈 1:27:43 

10 船 津 1:29:11 

11 松 江 1:30:31 

12 篠 川 1:31:23 

13 嘉 鉄 1:31:50 

14 鎮 西 1:34:45 
 

躍 進 賞 久慈 チーム 

新
春
恒
例
の
駅
伝
大
会 出発の合図を待つ第１走者 

トップでゴールする静選手 

親から子へ タスキリレー 

区間１位の走りをみせた佐多選手 最終走者へ（高丘）タスキリレー 

優勝した高丘チーム チームの期待を背に走る第１走者 
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★こんなことを決めました・・・P４ 
★一般質問(７名が登壇)・・・・P５～１０ 
★委員会活動・・・・・・・・・・・・・P１１～１４ 
★編集後記・・・・・・・・・・・・・・・P１４ 

第４回（１２月）定例会 

～
１２
月
定
例
会
に
て
～ 



３月６（土）～７日（日） ＬＣ杯小学生バレー大会   広報せとうち（４） 

                          

    

奄
美
豪
雨
災
害
復
旧
費
と

し
て
４
億
６
１
９
５
万
円

を
補
正 

主
な
内
容
は
、
奄
美
豪
雨
災

害
復
旧
費
と
し
て
農
地
災
害
復

旧
費
に
３
７
４
９
万
７
千
円
、

林
道
災
害
復
旧
費
に
１
億
８
８

６
万
９
千
円
、
道
路
橋
梁
河
川

災
害
復
旧
費
に
３
億
１
５
５
９

万
円
の
合
計
４
億
６
１
９
５
万

６
千
円
、
被
災
者
生
活
支
援
金

２
８
０
万
円
、
季
節
性
・
新
型

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
委

託
料
８
８
５
万
５
千
円
、
林
道

改
良
（
嘉
徳
青
久
線
）
１
６
２

１
万
円
、
瀬
戸
内
町
Ｐ
Ｒ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
事
業
委
託
１
０
１
万

４
千
円
、
急
傾
斜
事
業
（
大
湊

地
区
）
３
０
０
万
円
、
枯
れ
松

支
障
木
除
去
（
町
内
一
円
）
３

２
３
万
円
、
繰
出
金
と
し
て
国

民
健
康
保
険
特
別
会
計
に
１
億

円
、
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

に
２
３
４
５
万
４
千
円
な
ど
で

す
。 

 

総
額
６
億
６
８
３
６
万
４
千

円
を
追
加
し
ま
し
た
。 

    

過
疎
地
域
自
立
促
進
特
別
措

置
法
に
よ
り
平
成

２２

年
度
～

２７
年
度
ま
で
の
６
箇
年
間
に
お

い
て
総
合
的
か
つ
計
画
的
な
自

立
促
進
の
た
め
の
「
瀬
戸
内
町

過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画
」
を

①
産
業
の
振
興
、
②
交
通
通
信

体
系
の
整
備
・
情
報
化
及
び
地

域
間
交
流
の
促
進
、
③
生
活
環

境
の
整
備
、
④
高
齢
者
等
の
保

健
及
び
福
祉
の
向
上
及
び
増
進
、

⑤
医
療
の
確
保
、
⑥
教
育
の
振

興
、
⑦
地
域
文
化
の
振
興
等
、

⑧
集
落
の
整
備
、
⑨
そ
の
他
地

域
の
自
立
促
進
に
関
し
必
要
な

事
項
、
以
上
９
項
目
に
わ
た
り
、

総
額
１
３
７
億
４
０
５
０
万
６

千
円
（
う
ち
ソ
フ
ト
事
業
分
１

０
億
３
９
７
１
万
２
千
円
）
の

計
画
策
定
を
し
ま
し
た
。 

                       

 

第 4 回（12 月）定例会は、12 月 10 日～15 日までの 6 日間の日程で開かれ、議長、

副議長の選挙や補正予算議案 8 件、同意議案 2 件、その他議案 1 件の計 11 件の議案を

審議し可決しました。（主な議案等の要旨は次のとおりです。） 

                                                           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一
般
会
計
補
正
予
算 

(

第
５
号) 

瀬
戸
内
町
過
疎
地
域
自

立
促
進
計
画 

   

平
成

２３

年
第
１
回
臨
時
会

が
、
１
月
１２
日
に
開
催
さ
れ
、

議
案
３
件
を
可
決
し
ま
し
た
。

（
主
な
議
案
の
要
旨
は
次
の
と

お
り
で
す
。） 

一
般
会
計
補
正
予
算 

(

第
６
号) 

主
な
内
容
は
、
地
域
活
性
化

（
き
め
細
か
な
・
光
を
そ
そ
ぐ
）

交
付
金
事
業
１
億
１
６
７
７
万

９
千
円
、
障
害
者
自
立
支
援
費

８
０
０
万
円
な
ど
で
す
。 

総
額
１
億
９
６
７
７
万
９
千

円
を
追
加
し
ま
し
た
。 

 

ご
み
収
集
車
購
入
契
約 

加
計
呂
麻
地
区
の
ご
み
収
集

を
安
定
か
つ
円
滑
に
運
営
す
る

た
め
に
車
両
を
購
入
す
る
も
の

で
合
資
会
社
要
モ
ー
タ
ー
ス
と

６
８
８
万
３
１
５
０
円
で
契
約

し
ま
し
た
。 

教
育
委
員
会
委
員
に 

 
 

 
 

 
 

 

浅
野
浩
史
氏 

固
定
資
産
評
価
審
査
委

員
会
委
員
に 

 
 

 
 

 
 

 

町
田
重
孝
氏 

望
月
昭
男
氏 

久
保
浩
康
氏 

議
長
に 

 
 

 
 

 
 

 

堯 

文
俊
氏
当
選 

（
選
挙
結
果
） 

 

堯
氏 

６
票 

無
効 

４
票 

副
議
長
に 

岡
田
弘
通
氏
当
選 

（
選
挙
結
果
） 

 

岡
田
氏
６
票 

無
効 

４
票 
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第４回定例会では、７名の議員が町政全般に亘り、議論を交わしました。一部を 

要約して、紹介いたします。 
  なお、一般質問の詳細については町立図書館にて「会議録」をご覧ください。 

                          

 

 

 

議
員 

災
害
対
策
に
つ
い

て 
今
回
の
豪
雨
災
害
の
被
災
者

支
援
対
策
及
び
災
害
を
教
訓
に

し
た
緊
急
対
策
の
現
状
と
今
後

の
取
り
組
み
を
お
伺
い
い
た
し

ま
す
。 

 

町
長 

被
災
者
支
援
対
策
と
し

ま
し
て
は
、
自
主
避
難
者
の
健

康
状
態
の
チ
ェ
ッ
ク
、
床
上
浸

水
世
帯
に
日
本
赤
十
字
社
の
救

援
物
資
の
配
布
、
一
時
孤
立
し

た
集
落
に
飲
料
水
の
搬
入
や
非

常
炊
き
出
し
等
を
い
た
し
ま
し

た
。 

 

今
回
の
災
害
で
は
、
固
定
電

話
が
不
通
に
な
る
等
、
一
時
的

に
通
信
手
段
が
絶
た
れ
た
こ
と

で
災
害
対
策
に
支
障
を
来
た
し

ま
し
た
の
で
、
役
場
や
そ
の
他

必
要
と
判
断
さ
れ
る
数
箇
所
に

衛
星
電
話
の
設
置
、
ま
た
孤
立

の
可
能
性
の
高
い
地
区
に
は
、

可
動
式
防
災
無
線
電
話
を
配
備

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
使
用
方

法
の
研
修
を
集
落
民
へ
実
施
し
、

へ
き
地
地
区
に
お
け
る
非
常
時

通
信
手
段
等
の
確
保
に
努
め
た

い
と
思
い
ま
す
。 

 

議
員 

高
齢
者
の
福
祉
支

援
に
つ
い
て 

高
齢
者
の
生
活
向
上
の
た
め

に
、
ど
の
よ
う
な
支
援
を
行
っ
て

い
る
の
か
、
お
尋
ね
し
ま
す
。 

 
町
長 
高
齢
者
の
生
活
支
援
施

策
に
つ
い
て
は
広
範
に
わ
た
り

ま
す
が
、
医
療･
介
護
の
法
的
支

援
の
ほ
か
町
独
自
の
支
援
と
し

ま
し
て
は
、
次
の
と
お
り
取
り

組
ん
で
お
り
ま
す
。 

・
無
料
乗
車
、
乗
船
事
業
（
８０
歳

以
上
） 

・
敬
老
祝
い
金
支
給
事
業
（
８５

歳
）
以
上 

・ 

長
寿
記
念
品
支
給
事
業
（
９０

歳
、
１００
歳
） 

・
老
人
ク
ラ
ブ
に
対
す
る
活
動

費
支
援
事
業 

・
在
宅
福
祉
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
要

請
講
座 

・
一
次
介
護
予
防
事
業
（
旧
一

般
高
齢
者
施
策
） 

・
二
次
介
護
予
防
事
業
（
旧
特

定
高
齢
者
施
策
） 

・
そ
の
他
の
地
域
支
援
事
業 

等
で
あ
り
ま
す
。 

 

議
員 

文
化
財
の
発
展
に

つ
い
て 

諸
鈍
シ
バ
ヤ
が
奉
納
さ
れ
る

大
屯
神
社
境
内
の
整
備
計
画
及

び
見
物
客
の
輸
送
方
法
も
改
善

す
べ
き
と
考
え
ま
す
が
対
策
を

お
尋
ね
し
ま
す
。 

 

町
長 

各
地
区
に
は
少
な
か
ら

ず
神
社
等
は
点
在
し
て
お
り
、

実
久
地
区
に
は
「
実
久
三
次
郎
」、

清
水
地
区
に
み
ら
れ
る
「
厳
島
」

等
、
そ
こ
に
住
む
住
民
に
と
っ

て
は
、
経
費
が
多
額
に
な
る
神

社
等
の
修
復
及
び
改
修
工
事
は

念
願
で
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、

「
公
共
性
」
の
バ
ラ
ン
ス
か
ら

し
て
、
支
援
に
は
至
ら
な
い
と

考
え
ま
す
。
あ
く
ま
で
も
、
町

費
支
出
の
目
的
・
効
果
は
自
治

活
動
の
支
援
と
考
え
て
い
ま
す
。 

 

諸
鈍
シ
バ
ヤ
見
物
客
の
輸

送
方
法
の
改
善
に
つ
い
て
は
、

「
フ
ェ
リ
ー
か
け
ろ
ま
」
の
運

行
日
程
を
一
部
変
更
し
、
見
物

客
の
利
便
性
を
考
慮
し
た
改

善
が
図
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。 

 

渡島芳臣議員 

国の重要無形文化財に指定され

ている諸鈍シバヤ 
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議
員 

奄
美
集
中
豪
雨
に

よ
る
災
害
対
策
に
つ
い
て 

一
．
義
援
金
の
支
給
に
つ
い
て

は
一
日
も
早
く
年
内
に
す
べ
き

で
は
な
い
か
。
ま
た
、
床
下
浸
水

の
世
帯
に
も
支
給
す
る
考
え
は

な
い
か
。 

 

町
長 

義
援
金
の
支
給
に
つ
い

て
は
一
日
も
早
く
支
給
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
床
下
浸
水

世
帯
に
つ
い
て
も
他
市
町
村
も

支
給
し
て
い
る
の
で
、
そ
の
よ

う
に
検
討
い
た
し
ま
す
。 

 

議
員 

二
．
今
回
の
災
害
復
旧

作
業
に
地
元
建
設
業
界
が
迅
速

に
対
応
さ
れ
た
と
の
町
長
か
ら

も
感
謝
の
言
葉
も
あ
り
ま
し
た

が
、
今
後
の
工
事
の
発
注
に
つ
い

て
は
、
町
は
も
ち
ろ
ん
県
発
注
工

事
に
つ
い
て
も
本
町
業
者
へ
発

注
さ
れ
る
よ
う
、
県
に
強
力
に
要

請
す
べ
き
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の

考
え
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。 

 

町
長 

瀬
戸
内
事
務
所
に
も
強

く
要
請
し
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。 

 

議
員 

三
．
自
衛
隊
に
よ
る
今

回
の
災
害
復
旧
活
動
、
ま
た
、
本

町
で
の
防
災
訓
練
を
通
し
て
、
本

町
へ
の
陸
上
自
衛
隊
の
配
備
は

是
非
必
要
で
あ
る
と
思
い
ま
す

が
、
町
に
お
い
て
誘
致
活
動
組
織 

を
設
置
し
誘
致
活
動
を
積
極
的 

 

に
行
う
お
考
え
は
な
い
の
か
伺

い
ま
す
。 

 

町
長 

今
後
の
検
討
課
題
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 

議
員 

加
計
呂
麻
島
の
中

学
校
統
廃
合
に
つ
い
て 

一
．
現
在
６
校
あ
る
中
学
校
を

１
校
に
統
合
し
、
開
校
目
標
の
平

成
２４
年
度
へ
向
け
て
準
備
を
進

め
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、

単
に
統
合
す
る
の
で
は
な
く
、
加

計
呂
麻
、
請
・
与
路
島
住
民
の
拠

点
と
も
な
る
教
育
・
文
化
・
ス
ポ

ー
ツ
等
の
複
合
施
設
を
整
備
し
、

地
域
住
民
が
統
合
し
て
良
か
っ

た
と
い
う
学
校
整
備
を
図
る
必

要
が
あ
る
と
思
う
が
、
町
長
、
教

育
長
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。 

 

町
長
、
教
育
長 
中
学
校
規
模

見
直
し
推
進
本
部
会
議
等
に
お

い
て
検
討
し
、
加
計
呂
麻
地
域

住
民
の
拠
点
施
設
と
な
る
よ
う

努
力
し
て
参
り
ま
す
。 

議
員 

二
．
中
学
校
が
統
合
さ

れ
る
と
島
内
が
通
学
路
と
な
る

の
で
、
加
計
呂
麻
島
一
周
道
路
と

し
て
県
道
昇
格
に
向
け
て
県
と

折
衝
す
べ
き
と
思
う
が
、
こ
の
よ

う
な
考
え
は
な
い
の
か
伺
い
ま

す
。 

 

町
長 

こ
れ
ま
で
も
県
道
昇
格

を
要
請
し
て
参
り
ま
し
た
の
で
、

こ
の
機
会
に
引
き
続
き
要
請
し

て
参
り
ま
す
。 

 

議
員 

過
疎
対
策
事
業
債

に
つ
い
て 

今
回
の
過
疎
法
の
改
正
に
よ

り
ソ
フ
ト
事
業
も
実
施
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
が
、
活
性
化
対
策

等
の
事
業
が
計
画
さ
れ
て
い
な

い
。
今
後
は
①
雇
用
創
出
、
②
定

住
対
策
、
③
建
設
業
者
の
経
営
強

化
事
業
等
を
計
画
す
べ
き
で
は

な
い
か
。
ま
た
、
大
島
海
峡
等
活

性
化
基
本
計
画
書
も
、
こ
の
過
疎

債
の
ソ
フ
ト
事
業
で
策
定
す
べ

き
と
思
う
が
、
そ
の
考
え
は
な
い

の
か
伺
い
ま
す
。 

 町
長 

過
疎
地
域
自
立
促
進
計

画
は
、
毎
年
見
直
し
を
行
っ
て

参
り
ま
す
の
で
、
ソ
フ
ト
事
業

の
活
性
化
対
策
に
つ
い
て
も
検

討
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

 

 

議
員 

奄
美
豪
雨
災
害
に

対
す
る
取
り
組
み
に
つ
い

て 

 

今
回
の
災
害
対
策
体
制
に
つ

い
て
の
反
省
点
と
今
後
の
改
善

策
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。 

 

町
長 

災
害
調
査
に
つ
い
て
は
、

課
内
独
自
の
体
制
に
よ
り
初
期

の
報
告
が
な
さ
れ
ま
し
た
が
、

査
定
に
係
る
用
地
関
係
が
問
題

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
今
後
、 

岡田弘通議員 

向野 忍議員 

陸上自衛隊による防災訓練

（海の駅ひろばにて） 
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用
地
取
得
を
含
め
、
地
籍
調
査

業
務
機
関
の
拡
充
及
び
査
定
設

計
に
係
る
技
術
職
員
の
協
力
体

制
の
確
立
が
必
要
と
考
え
て
お

り
ま
す
。 

 

議
員 

来
年
度
予
算
編
成

に
つ
い
て 

公
共
事
業
推
進
と
雇
用
創
出

等
の
事
業
予
算
化
の
見
通
し
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。 

 

町
長 

投
資
的
経
費
に
つ
い
て

は
シ
ー
リ
ン
グ
対
象
外
と
し
て

お
り
、
普
通
建
設
事
業
費
で
対

前
年
度
お
よ
そ
５
０
０
０
万
、

５
％
程
度
の
増
額
と
な
る
見
込

み
で
あ
り
ま
す
。
雇
用
関
係
事

業
と
し
て
「
ふ
る
さ
と
雇
用
再

生
特
別
基
金
事
業
」
、
「
緊
急
雇

用
創
出
事
業
基
金
事
業
」
の
計

上
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。 

 

議
員 

財
政
健
全
化
対
策

に
つ
い
て 

一
．
瀬
戸
内
町
補
助
金
等
適
正

化
検
討
委
員
会
設
置
に
至
る
ま

で
の
経
緯
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。 

 

町
長 

平
成
１９
年
度
決
算
委
員

会
意
見
書
（
平
成
２０
年
９
月
議

会
）
に
お
い
て
「
行
財
政
改
革

に
伴
い
、
補
助
金
の
見
直
し
を

含
め
適
正
化
を
図
ら
れ
た
い
」

と
の
指
摘
を
受
け
、
平
成
２０
年

１０
月
に
基
本
指
針
を
策
定
し
、

平
成
２２
年
８
月
に
外
部
の
評
価

委
員
を
加
え
検
討
委
員
会
を
設

置
し
ま
し
た
。
平
成
２１
年
度
補

助
交
付
金
事
業
等
８８
事
業
に
つ

い
て
評
価
を
行
い
報
告
書
が
提

出
さ
れ
ま
し
た
。 

 

議
員 

二
．
瀬
戸
内
町
補
助
金

等
適
正
化
検
討
委
員
会
評
価
結

果
に
つ
い
て
町
長
の
見
解
を
伺

い
ま
す
。 

 

町
長 

事
業
の
公
益
性
、
効
率

性
、
公
平
性
、
優
先
性
、
必
要

性
の
観
点
か
ら
、
「
継
続
」
「
廃

止
」
「
見
直
し
」
「
統
合
」
の
い

ず
れ
か
に
よ
る
総
合
評
価
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
報
告
書
で
は
全

体
的
な
指
摘
事
項
と
し
て
７
項

目
、
改
善
す
べ
き
主
な
事
業
と

し
て
６
事
業
が
例
示
さ
れ
、
町

民
目
線
で
の
斬
新
な
事
業
評
価

が
な
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ま
す
。 

 

議
員 

古
仁
屋
高
校
の
存

続
・
活
性
化
対
策
に
つ
い
て 

古
仁
屋
高
校
の
存
続
・
活
性
化

に
向
け
た
今
後
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。 

 

教
育
長 

一
．
１
学
級
の
定
員

４０
人
を
３０
～
３５
人
定
員
に
見

直
す
よ
う
関
係
機
関
に
要
求
す

る
。 

二
．
町
内
の
中
学
卒
業
生
（
特

に
加
計
呂
麻
地
区
）
の
入
学
希

望
者
を
増
や
す
取
り
組
み
を
強

化
す
る
。 

三
．
魅
力
あ
る
古
仁
屋
高
校
へ

向
け
、
努
力
精
進
し
て
い
る
学

校
側
へ
の
支
援
体
制
づ
く
り
を

強
化
す
る
。 

四
．「
古
仁
屋
高
校
を
支
援
す
る

町
民
の
会
」
を
中
心
に
、
関
係

機
関
、
関
係
団
体
等
と
の
連
携

を
図
る
。 

 

 

 

 

議
員 

町
民
の
安
心
、
安
全

に
つ
い
て 

 

一
．
１０
月
２０
日
の
奄
美
豪
雨

災
害
を
教
訓
と
し
て
本
町
の
課

題
や
今
後
の
取
り
組
み
を
伺
い

ま
す
。 

町
長 

解
消
策
と
し
て
、
役
場
、

そ
の
他
必
要
と
判
断
さ
れ
る
数

箇
所
に
衛
星
電
話
を
設
置
、
ま

た
孤
立
が
予
想
さ
れ
る
地
区
に

お
い
て
は
、
可
動
式
防
災
無
線

電
話
を
配
備
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
集
落
民
の
方
々
へ
使
用
方

法
の
研
修
を
実
施
し
、
へ
き
地

地
区
に
お
け
る
非
常
時
通
信
手

段
の
確
保
に
努
め
た
い
と
思
い

ま
す
。 

 

議
員 

二
．
防
災
行
政
無
線
に

代
わ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ラ
ジ
オ

放
送
局
の
整
備
を
進
め
て
い
ま

す
が
、
開
局
に
向
け
て
の
取
り
組

み
を
伺
い
ま
す
。 

 

町
長 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ラ
ジ
オ

放
送
は
、
地
域
の
生
活
に
密
着

し
た
情
報
の
提
供
に
併
せ
て
防

災
、
災
害
情
報
な
ど
の
緊
急
放

送
も
防
災
無
線
放
送
か
ら
割
り

込
み
放
送
で
き
る
こ
と
か
ら
、

よ
り
き
め
細
か
な
情
報
を
提
供

で
き
る
施
設
と
し
て
、
平
成
２３

魅力ある学校づくりに取り組む

古仁屋高校 中村義隆議員 
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年
度
の
起
債
事
業
で
の
整
備
を

予
定
し
て
い
ま
す
。 

 

議
員 

生
活
排
水
施
設
整

備
に
つ
い
て 

 

長
期
計
画
で
は
来
年
度
よ
り

下
水
道
整
備
に
着
手
す
る
予
定

に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
計
画
は
ど

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
伺

い
ま
す
。 

 

町
長 

平
成
２０
年
度
決
算
か
ら

の
財
政
健
全
化
法
に
よ
り
地
方

債
の
許
可
制
限
指
標
が
新
た
に

示
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
更
に

厳
し
い
状
況
に
な
る
と
い
う
こ

と
も
予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

合
併
浄
化
槽
推
進
の
考
え
も
含

め
て
、
住
民
に
と
っ
て
、
よ
り

効
果
的
な
方
向
で
の
整
備
を
し

て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。 

 

議
員 

福
祉
行
政
に
つ
い

て 

 

一
．
第
３
回
定
例
会
で
高
齢

者
の
「
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
」
の

助
成
に
つ
い
て
は
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
と
答
弁
が
あ
り
ま
し

た
が
、
ど
の
よ
う
に
検
討
さ
れ
た

の
か
伺
い
ま
す
。 

 

町
長 

平
成
２３
年
度
か
ら
助
成

が
実
施
で
き
る
よ
う
予
算
計
上

し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。 

 

議
員 
二
．
生
後
３
ヶ
月
か
ら

５
歳
に
な
る
子
供
た
ち
が
か
か

る
ヒ
ブ
髄
膜
炎
の
予
防
接
種
で

あ
る
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用

の
助
成
は
検
討
で
き
な
い
も
の

か
伺
い
ま
す
。 

 

町
長 

先
般
、
国
の
補
正
予
算

が
成
立
し
た
こ
と
に
伴
い
、
助

成
金
に
対
す
る
補
助
財
源
と
し

て
県
へ
基
金
も
設
置
さ
れ
る
こ

と
か
ら
、
他
の
市
町
村
の
動
向

を
見
据
え
つ
つ
適
切
に
判
断
し

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

  

 

 

 

議
員 

本
町
路
線
バ
ス
の
運

行
体
系
に
つ
い
て 

 

一
．
瀬
戸
内
海
浜
バ
ス
、
加

計
呂
麻
バ
ス
２
社
の
デ
マ
ン
ド

運
行
前
と
運
行
後
の
利
用
状
況
、

デ
マ
ン
ド
運
行
の
効
果
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。 

 

町
長 

デ
マ
ン
ド
運
行
前
と
運

行
後
の
利
用
状
況
で
す
が
、
瀬

戸
内
海
浜
バ
ス
に
つ
い
て
は
、

清
水
運
動
公
園
か
ら
の
利
用
者

数
の
減
少
が
見
ら
れ
ま
す
が
、

加
計
呂
麻
バ
ス
に
つ
い
て
は
、

も
と
も
と
利
用
者
数
の
少
な
い

地
区
で
あ
り
ま
す
の
で
利
用
者

数
に
大
き
な
変
化
は
見
ら
れ
ま

せ
ん
。
デ
マ
ン
ド
運
行
の
効
果

に
つ
き
ま
し
て
は
、
乗
車
密
度

の
向
上
と
運
行
経
費
の
節
減
等

の
効
果
が
出
て
お
り
ま
す
。 

 

議
員 

二
．
補
助
対
象
路
線
故

そ
れ
ぞ
れ
自
助
努
力
を
さ
れ
て

い
る
と
思
わ
れ
る
が
、
具
体
的
に

ど
う
い
う
こ
と
を
し
て
い
る
の

か
伺
い
ま
す
。 

 

町
長 

自
助
努
力
と
し
ま
し
て
、

観
光
客
誘
致
に
伴
う
貸
切
バ
ス

等
の
利
用
促
進
、
往
復
割
引
券

の
発
行
、
高
齢
者
の
自
動
車
免

許
返
納
者
割
引
、
乗
降
時
の
高

齢
者
へ
の
援
助
等
を
実
施
し
て

お
り
ま
す
。 

 

ま
た
、
加
計
呂
麻
バ
ス
に
つ

き
ま
し
て
は
、
高
齢
者
の
乗
降

時
の
援
助
、
荷
物
の
運
搬
、
さ

ら
に
積
み
下
ろ
し
時
に
は
家
ま

で
届
け
る
な
ど
、
お
客
様
へ
の

サ
ー
ビ
ス
も
行
っ
て
お
り
ま
す
。

そ
の
他
社
員
の
ガ
イ
ド
の
養
成

や
老
朽
化
の
進
む
車
両
の
整
備

に
つ
い
て
も
自
社
で
行
っ
て
お

り
ま
す
。 

議
員 

三
．
２
社
の
経
営
状
況

は
ど
う
な
の
か
伺
い
ま
す
。 

 

町
長 

バ
ス
利
用
者
の
減
少
な

ど
か
ら
運
行
収
入
の
増
が
見
込

め
ず
、
非
常
に
厳
し
い
経
営
状

況
に
あ
り
ま
す
。 

平
成
２１
年
度
の
欠
損
額
は
、

瀬
戸
内
海
浜
バ
ス
で
２
８
７
６

万
６
千
円
で
対
前
年
度
比
２
４

６
万
３
千
円
の
減
、
加
計
呂
麻

バ
ス
が
３
７
０
９
万
１
千
円
で

対
前
年
度
比
２
２
９
万
４
千
円

の
減
と
欠
損
額
が
縮
小
さ
れ
て

き
て
お
り
、
自
助
努
力
に
よ
る

諸
費
用
の
削
減
に
努
め
て
い
る

も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。 

 

議
員 

本
町
の
農
林
水
産
業

の
振
興
に
つ
い
て 

 

農
業
、
林
業
、
水
産
業
に
町

と
し
て
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
て

い
る
の
か
、
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の

振
興
に
、
今
後
ど
の
よ
う
な
施
策

を
さ
れ
よ
う
と
思
わ
れ
る
の
か

具
体
的
に
伺
い
ま
す
。 

安 和弘議員 
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町
長 
農
業
を
取
り
巻
く
環
境

は
厳
し
さ
を
増
し
て
お
り
、
特

に
政
府
が
参
加
検
討
を
表
明
し

た
環
太
平
洋
連
携
協
定
（
Ｔ
Ｐ

Ｐ
）
が
実
施
さ
れ
た
場
合
、
本

町
の
農
業
へ
甚
大
な
影
響
が
で

る
こ
と
は
確
実
で
あ
り
ま
す
。

今
後
も
関
係
機
関
と
連
携
を
取

り
な
が
ら
重
点
品
目
の
推
進
を

図
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

林
業
に
つ
い
て
は
、
山
地
災

害
の
防
止
、
水
源
涵
養
・
生
活

環
境
保
全
等
の
公
益
的
多
様
な

機
能
を
維
持
す
る
健
全
な
森
林

計
画
を
目
指
し
、
森
林
資
源
の

維
持
管
理
及
び
増
進
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。 

 

漁
業
を
取
り
巻
く
環
境
も
一

段
と
厳
し
い
状
況
で
す
が
、
漁

協
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
離

島
漁
業
再
生
支
援
交
付
金
事
業

を
継
続
し
て
実
施
す
る
と
と
も

に
、
養
殖
事
業
を
中
心
と
し
た
、

よ
り
生
産
性
の
高
い
安
定
し
た

水
産
業
の
振
興
策
を
図
り
、
産

業
雇
用
の
創
出
等
、
雇
用
の
安

定
が
図
ら
れ
る
よ
う
努
力
し
て

ま
い
り
ま
す
。 

 

 

 

議
員 
議
会
か
ら
の
意
見

の
そ
の
後
に
つ
い
て 

一
．
大
島
地
区
衛
生
組
合
へ

の
正
式
加
入
に
向
け
て
の
方
向

性
は
。 

 

町
長 

大
島
地
区
衛
生
組
合
に

お
け
る
名
瀬
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ 

 

ー
建
設
に
伴
う
起
債
の
償
還
期

間
が
、
平
成
２３
年
度
で
終
了
す

る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
の

で
、
平
成
２４
年
度
か
ら
新
た
な

ス
タ
ー
ト
と
し
て
、
大
島
地
区

衛
生
組
合
へ
の
加
入
に
向
け
努

力
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

 

議
員 

二
、「
瀬
田
良
一
」
教
育

振
興
人
材
育
成
基
金
の
一
部
を

ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
活
動
で
頑
張
っ

て
い
る
、
町
内
の
小
中
学
生
、
古

仁
屋
高
校
生
の
人
材
育
成
の
た

め
に
活
用
で
き
な
い
か
。 

 

教
育
長 

同
基
金
は
大
学
入
学

一
時
貸
付
基
金
と
し
て
貸
付
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。
今
後
は
大

学
入
学
一
時
貸
付
事
業
の
結
果

を
踏
ま
え
た
上
で
、
活
用
を
ど

う
す
る
か
考
え
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。 

 

議
員 

三
、
中
学
校
規
模
適
正
化 

に
つ
い
て
加
計
呂
麻
地
区
以
外

に
つ
い
て
も
検
討
す
べ
き
で
は
。 

教
育
長 

西
方
地
区
な
ど
本
島

側
の
保
護
者
や
地
域
住
民
か
ら

も
、
学
校
の
規
模
見
直
し
へ
向

け
た
気
運
が
高
ま
る
可
能
性
が

あ
る
と
考
え
ま
す
。 

 

具
体
的
な
地
域
住
民
の
声
が

出
て
き
た
場
合
に
は
、
検
討
す

る
こ
と
に
な
る
と
思
い
ま
す
。 

 

議
員 

四
．
古
仁
屋
小
学
校
へ

の
特
別
支
援
教
育
支
援
員
の
拡

充
は
図
れ
な
い
か
。 

 

教
育
長 

古
仁
屋
小
学
校
の
み

で
は
な
く
、
町
全
体
の
学
校
を

対
象
と
し
た
特
別
支
援
教
育
支

援
員
の
配
置
に
つ
い
て
、
積
極

的
に
勧
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。 

 

議
員 

五
．
民
間
の
「
認
可
外

保
育
所
へ
の
公
的
助
成
を
求
め

る
陳
情
」
に
つ
い
て
町
長
の
見
解

を
伺
い
ま
す
。 

 

町
長 

か
な
保
育
園
に
対
し
ま

し
て
は
０
歳
児
保
育
、
待
機
児

童
受
入
れ
等
、
保
育
行
政
の
各

般
に
わ
た
り
感
謝
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。 

 

国
の
子
育
て
新
制
度
の
法
案

等
の
動
向
を
見
な
が
ら
慎
重
に

状
況
を
判
断
す
る
た
め
、
現
在

調
査
検
討
を
進
め
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。 

 

議
員 

自
衛
隊
の
拡
充
と
誘

致
に
つ
い
て 

 

中
央
の
防
衛
省
、
政
府
・
民

主
党
に
直
接
要
望
活
動
を
す
る

必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
、
そ
の

考
え
は
な
い
か
。 

 

町
長 

隊
員
が
１
千
名
減
る
と

い
う
中
で
、
今
動
い
て
誘
致
を

進
め
る
こ
と
は
、
い
か
が
な
も

の
か
、
今
後
検
討
し
て
い
き
た

い
。 

●
そ
の
他
の
質
問 

教
育
問
題
（
集
合
学
習
の
増
・

特
認
校
制
度
の
モ
デ
ル
校
の
選

定
、
研
究
に
つ
い
て
） 

鎌田愛人議員 

大島地区衛生組合への早期加入

を（写真は名瀬クリーンセンタ

ー） 
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議
員 

政
策
に
つ
い
て 

一
．
１
期
４
年
の
政
策
に
つ

い
て
、
町
長
ご
自
身
の
評
価
を

お
聞
か
せ
下
さ
い
。 

 

町
長 

こ
れ
ま
で
実
施
し
て
い

る
政
策
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。 

観
光
大
使
１２
名
を
任
命
し
ま

し
た
。
特
に
「
ぐ
っ
さ
ん
」
の

計
ら
い
で
「
笑
っ
て
い
い
と
も
」

に
出
演
し
全
国
に
「
奄
美
シ
ー

カ
ヤ
ッ
ク
マ
ラ
ソ
ン
大
会
」
を

宣
伝
す
る
と
共
に
、
瀬
戸
内
町

を
大
い
に
全
国
へ
Ｐ
Ｒ
し
ま
し

た
。
情
報
の
基
盤
整
備
と
し
て

町
内
全
域
の
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド

化
を
図
り
ま
し
た
。 

 

地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
職
員

を
配
置
し
て
共
生
協
働
の
精
神

を
町
民
に
啓
発
し
ま
し
た
。
ま

た
、
桜
オ
ー
ナ
ー
制
度
を
活
用

し
清
水
運
動
公
園
の
整
備
を
し

ま
し
た
。
観
光
面
で
は
、「
島
の

宝
１００
景
」
に
選
定
さ
れ
た
与
路

島
の
石
垣
の
再
生
を
行
い
ま
し

た
。
行
財
政
改
革
に
お
い
て
は
、

集
中
改
革
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
積

極
的
に
取
り
組
み
ま
し
た
。 

そ
の
他
、
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に

基
づ
い
た
様
々
な
事
業
や
施
策

が
進
展
中
で
あ
り
ま
す
。 

 

議
員 

二
．
農
林
水
産
業
に
つ

い
て
の
政
策
を
お
聞
か
せ
下
さ

い
。 

 

町
長 

農
業
政
策
に
つ
い
て
は
、

重
点
品
目
の
計
画
的
規
模
拡
大

を
図
り
面
積
拡
大
と
生
産
額
増

大
に
努
め
て
い
ま
す
。 

林
業
に
つ
い
て
は
、
地
球
温

暖
化
防
止
を
始
め
と
し
て
、
山

地
災
害
の
防
止
、
水
源
涵
養
・

生
活
環
境
保
全
等
の
公
益
的
多

様
な
健
全
な
る
森
林
育
成
を
目

指
し
、
森
林
所
有
者
、
森
林
組

合
と
の
計
画
的
な
森
林
施
行
の

調
整
を
図
り
、
森
林
資
源
の
維

持
増
進
に
努
め
て
い
ま
す
。 

 

水
産
業
に
つ
い
て
は
、
漁
協

と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
漁
業

経
営
の
安
定
化
と
生
産
性
の
効

率
化
を
図
り
、
現
在
実
施
し
て

お
り
ま
す
離
島
漁
業
再
生
支
援

交
付
金
事
業
や
サ
ン
ゴ
保
全
対

策
事
業
等
を
継
続
し
て
実
施
し

て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
養
殖

業
を
中
心
と
し
た
、
よ
り
生
産

性
の
高
い
安
定
し
た
水
産
業
の

振
興
策
を
図
り
ま
す
。 

 

議
員 

三
．
公
共
事
業
に
つ
い

て
の
政
策
を
お
聞
か
せ
下
さ
い
。 

 

町
長 

平
成
２０
年
度
か
ら
の
国

の
景
気
対
策
に
よ
り
、
地
域
活

性
化
・
生
活
対
策
臨
時
交
付
金

事
業
６
５
０
０
万
円
に
て
橋
梁

概
略
・
詳
細
点
検
業
務
委
託
及

び
４
地
区
の
集
落
内
環
境
整
備

工
事
、
仲
里
川
河
川
整
備
工
事

を
実
施
し
ま
し
た
。
平
成
２１
年

度
に
お
い
て
は
、
地
域
活
性

化
・
経
済
危
機
対
策
臨
時
交
付

金
事
業
６
２
０
０
万
円
に
て
市

街
地
４
箇
所
の
河
川
・
道
路
の

整
備
工
事
と
５
地
区
の
集
落
内

環
境
整
備
を
実
施
し
ま
し
た
。 

 

議
員 

四
．
教
育
政
策
に
つ
い

て
お
聞
か
せ
下
さ
い
。 

 

教
育
長 

高
速
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
の
整
備
や
古
仁
屋
高
校
通
学

補
助
の
増
額
を
行
い
ま
し
た
。 

 
 

加
計
呂
麻
地
区
中
学
校
規
模

見
直
し
に
つ
い
て
は
協
議
進
展

中
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
加
計

呂
麻
地
区
自
校
給
食
校
調
理
場

の
廃
止
を
行
い
、
予
算
の
軽
減

を
図
り
ま
し
た
。 

 

 

 

                          

岩井義照議員 

～議会を傍聴しませんか～ 
 次回の定例会は３月に行われます。どなたでも傍聴できますので、 

お気軽に議会事務局へお問い合わせ下さい。（72－1072 直通） 



広報せとうち（１１）   ３月６（土）～７日（日） ＬＣ杯小学生バレー大会    

     

第
４
回
定
例
会
で
は
、
総
務

経
済
常
任
委
員
会
（
向
野 

忍

委
員
長
）
、
文
教
厚
生
常
任
委

員
会
（
鎌
田
愛
人
委
員
長
）
に

付
託
さ
れ
て
い
た
案
件
に
対

し
て
の
委
員
長
報
告
が
な
さ

れ
ま
し
た
。
（
要
旨
は
次
の
と

お
り
で
す
。
） 

        

本
町
の
豊
か
な
自
然
や
気
候

風
土
の
中
で
生
産
さ
れ
る
農
林

水
産
物
の
地
域
内
流
通
を
促
進

し
、
地
域
内
自
給
を
高
め
る
と

と
も
に
、
農
林
水
産
業
振
興
に

よ
る
地
域
活
性
化
を
図
る
目
的

で
調
査
を
行
い
ま
し
た
。 

◎
給
食
セ
ン
タ
ー
の
取
り
組
み 

 

個
人
農
家
か
ら
野
菜
類
、
漁

協
か
ら
魚
類
等
を
納
入
し
て
い

る
。
昨
年
の
実
績
は
、
全
体
で

２
７
０
０
万
円
に
対
し
１
５
０

万
円
（
５
．
６
％
）
の
納
入
額

で
あ
り
ま
し
た
。 

◎
水
産
振
興
課
の
取
り
組
み 

 
平
成
１７
年
度
か
ら
２１
年
度

ま
で
の
５
年
間
、
離
島
漁
業
再

生
支
援
交
付
金
事
業
に
よ
り
魚

食
普
及
活
動
等
を
行
い
、
レ
ン

コ
ダ
イ
の
一
夜
干
な
ど
の
干
し

物
を
開
発
し
て
き
た
と
の
こ
と

で
あ
り
ま
し
た
。 

◎
農
林
課
の
取
り
組
み 

 

奄
美
大
島
地
区
農
産
物
地
産

地
消
推
進
協
議
会
に
加
盟
し
、

「
か
ご
し
ま
地
産
地
消
推
進

店
」
へ
の
登
録
店
推
進
活
動
等

を
行
っ
て
い
る
。
そ
の
他
、
地

産
地
消
の
ぼ
り
旗
作
成
、
奄
美

大
島
産
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
黒
う

さ
ぎ
の
絵
柄
入
り
袋
作
成
や
利

用
促
進
活
動
も
行
っ
て
い
る
と

の
こ
と
で
あ
り
ま
し
た
。 

【
課
題
】 

 

各
課
が
地
産
地
消
に
取
り
組

ん
で
い
る
が
、
更
な
る
地
産
地

消
推
進
の
た
め
に
は
、
推
進
計

画
を
策
定
し
、
お
互
い
連
携
す

べ
き
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
地

産
地
消
推
進
の
た
め
、
特
産
品

開
発
の
方
策
も
考
え
る
べ
き
で

あ
る
と
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。 

◎
名
瀬
中
央
青
果
㈱ 

 

森
米
勝
代
表
取
締
役
の
説
明

に
よ
る
と
、
昭
和
４０
年
に
外
海

離
島
初
の
公
設
市
場
と
し
て
開

設
し
、
奄
美
群
島
唯
一
の
青
果

物
流
通
の
拠
点
と
し
て
、
地
場

産
品
生
産
の
拡
大
と
農
産
物
の

品
質
向
上
及
び
農
業
所
得
の
向

上
に
寄
与
し
て
お
り
、
平
成
２２

年
１０
月
よ
り
現
在
の
長
浜
町
に

移
転
し
た
と
の
こ
と
で
あ
り
ま

し
た
。 

 

地
場
青
果
物
の
出
荷
者
数
は
、

奄
美
群
島
全
体
で
約
２
１
０
０

名
、
う
ち
瀬
戸
内
町
１
３
０
名

で
あ
る
。
出
荷
は
誰
で
も
少
し

で
も
出
荷
で
き
、
買
受
人
数
は

奄
美
市
の
買
受
人
許
可
を
受
け

た
８５
名
と
の
こ
と
で
あ
り
ま
し

た
。 

【
課
題
】 

 

奄
美
群
島
各
地
か
ら
の
農
産

物
の
搬
送
体
制
の
確
立
を
目
指

し
た
い
。
大
和
村
が
、
緊
急
雇

用
創
出
事
業
臨
時
特
例
基
金
事

業
に
よ
り
農
家
の
巡
回
や
農
作

物
の
集
荷
を
行
う
人
材
を
新
規

雇
用
し
て
い
る
の
は
非
常
に
良

い
例
で
あ
り
、
他
の
市
町
村
に

も
お
願
い
し
た
い
と
の
こ
と
で

あ
り
ま
し
た
。 

 
 

◎
奄
美
市
農
林
産
物
直
売
所
『
ゆ

て
ぃ
も
れ
』 

 
地
元
農
家
か
ら
の
島
野
菜
や

奄
美
特
産
品
、
加
計
呂
麻
産
の

塩
等
を
販
売
。
責
任
者
の
加
藤

清
満
氏
（
薩
川
出
身
）
よ
り
説

明
を
受
け
ま
し
た
。 

 

会
員
３０
名
（
一
口
５
０
０
０

円
の
出
資
金
）
か
ら
始
め
、
２

年
後
に
は
会
員
１
２
０
名
と
な

っ
た
。
現
在
年
間
３
０
０
０
円

の
組
合
費
で
あ
る
。 

登
録

５７
農
家
の
う
ち
２０

数

農
家
が
出
荷
し
て
い
る
が
、
農

家
の
高
齢
化
が
進
み
平
均
年
齢

７４
歳
で
あ
る
。
運
営
面
で
厳
し

い
状
況
で
あ
っ
た
。 

ま
た
、
農
業
体
験
ツ
ア
ー
で

瀬
戸
内
町
の
キ
ビ
刈
り
黒
糖
作

り
ツ
ア
ー
等
も
企
画
し
て
い
る

と
の
こ
と
で
あ
り
ま
し
た
。 

◎
瀬
戸
内
漁
協 

 

叶
組
合
長
、
浜
田
参
事
、
上

田
担
当
よ
り
聴
き
取
り
調
査
を

行
い
ま
し
た
。 

【
現
状
】 

●
鮮
魚
店
・
仲
買
業
者
の
状
況 

 

仲
買
人
は
３０
名
で
う
ち
大
口

仲
買
人
１２
名
、
小
口
仲
買
人
１８

所
管
事
務
調
査 

『
産
業
振
興
（
地
産
地
消
）
に

関
す
る
調
査
』 

 

名瀬中央青果㈱を調査する 

総務経済委員 



３月６（土）～７日（日） ＬＣ杯小学生バレー大会   広報せとうち（１２）  

名
で
あ
る
。 

鮮
魚
店
は
２２
店
舗
中
２
店
舗

が
休
業
し
、
移
動
販
売
は
２
名

で
あ
る
。
高
齢
化
が
進
み
、
最

高
年
齢

８８
歳
で
平
均
年
齢

７２

歳
で
あ
り
、
鮮
魚
店
や
移
動
販

売
の
方
々
は
昔
な
が
ら
の
固
定

客
で
成
り
立
っ
て
い
る
状
況
と

の
こ
と
で
あ
り
ま
し
た
。 

●
二
次
製
品
の
販
売
状
況 

 

海
の
駅
直
売
店
「
海
力
」
の

平
成
２１
年
度
売
り
上
げ
は
、
生

鮮
魚
貝
藻
類
が
約
１４
ト
ン
の
２

０
１
６
万
円
、
水
産
製
品
・
加

工
品
が
約
２
．
５
ト
ン
の
６
１

３
万
円
、
合
計
約
１６
．
５
ト
ン

の
２
６
２
９
万
円
で
あ
り
ま
し

た
。 

●
過
去
５
年
間
の
漁
獲
量
・
漁

獲
高
の
推
移 

 

全
体
で
約
６
億
５
０
０
０
万

円
か
ら
７
億
８
０
０
０
万
円
で

ほ
ぼ
横
ば
い
で
あ
る
。
内
訳
は

養
殖
（
６７
％
）、
カ
ツ
オ
一
本
釣

（
９
％
）、
瀬
物
一
本
釣
（
８
％
）、

ほ
こ
突
き
（
６
％
）、
深
海
延
縄

（
４
％
）
、
追
込
網
（
３
％
）
、

員
外
船
他
（
２
％
）、
小
型
定
置

網
（
０
．
５
％
）
で
養
殖
以
外

は
細
々
と
や
っ
て
い
る
状
態
で

あ
る
と
の
こ
と
で
あ
り
ま
し
た
。 

 

【
課
題
】 

 

地
元
業
者
は
、
町
外
出
荷
経

費
に
関
し
て
、
海
路
・
陸
路
に

頼
ら
ざ
る
を
得
ず
、
本
土
に
比

べ
様
々
な
リ
ス
ク
を
負
っ
て
い

る
の
で
こ
れ
ら
の
環
境
整
備
を

早
急
に
対
応
願
い
た
い
と
の
こ

と
で
あ
り
ま
し
た
。 

◎
海
の
駅
「
朝
市
」 

 

６
店
舗
と
漁
協
直
売
店
「
海

力
」
が
出
店
し
て
い
た
。
誰
で

も
５
０
０
円
で
出
店
で
き
、
１

店
舗
平
均
１
万
円
ほ
ど
の
売
り

上
げ
で
あ
る
と
の
こ
と
で
し
た

が
、
加
工
品
等
の
出
店
が
多
く
、

地
場
農
産
物
等
の
地
産
地
消
推

進
と
い
う
朝
市
本
来
の
目
的
が

薄
れ
て
き
て
い
る
と
感
じ
ま
し

た
。 

◎
瀬
戸
内
町
シ
イ
タ
ケ
生
産
組

合 

 

渡
俊
久
代
表
よ
り
説
明
を
受

け
る
。
旧
節
子
養
豚
団
地
の
豚

舎
を
１
棟
５
万
円
で
５
棟
町
よ

り
賃
借
し
、
約
７
５
０
０
本
の

シ
イ
の
木
原
木
で
生
産
し
て
お

り
、
室
内
温
度
を
約
１４
℃
以
下

に
保
つ
よ
う
に
管
理
し
て
い
る

と
の
こ
と
で
あ
り
ま
し
た
。
平

成
２３
年
度
に
は
生
・
乾
燥
シ
イ

タ
ケ
合
わ
せ
て
合
計
４
３
３
万

円
の
生
産
額
を
目
標
に
し
て
い

る
と
の
こ
と
で
あ
り
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
生
シ
イ
タ
ケ
の
鮮
度

を
保
ち
流
通
経
路
に
の
せ
る
た

め
に
は
、
真
空
パ
ッ
ク
機
や
乾

燥
機
等
が
必
要
で
あ
る
の
で
、

高
率
補
助
の
事
業
導
入
を
お
願 

い
し
た
い
と
の
こ
と
で
あ
り
ま 

 

し
た
。 

以
上
で
調
査
を
終
了
し
、
次

の
意
見
を
町
当
局
へ
提
出
し
ま

し
た
。 

『
産
業
振
興
（
地
産
地
消
）
に

関
す
る
調
査
』
意
見 

１
．
本
町
独
自
の
「
地
産
地
消

推
進
計
画
（
仮
称
）
」
等
を
策
定

し
、
行
政
の
み
な
ら
ず
、
生
産

者
、
農
協
、
漁
協
、
商
工
会
、

森
林
組
合
等
各
種
団
体
や
消
費

者
と
の
連
携
を
密
に
図
ら
れ
た

い
。 

２
．
加
計
呂
麻
島
、
与
路
島
、

請
島
等
離
島
か
ら
の
生
産
物
運

賃
負
担
軽
減
や
集
荷
人
材
育
成

等
の
搬
送
体
制
の
確
立
を
図
ら

れ
た
い
。 

３
．「
鹿
児
島
・
奄
美
離
島
航
路

（
裏
航
路
）
の
上
り
便
の
古
仁

屋
港
寄
港
増
便
」
や
「
県
道
名

瀬
瀬
戸
内
線
・
曽
津
高
崎
線
改

良
事
業
」
の
早
期
実
現
に
向
け

鋭
意
努
力
さ
れ
た
い
。 

４
．
農
林
水
産
業
の
新
規
就
業

者
の
事
業
確
立
の
た
め
、
更
な

る
支
援
・
指
導
を
図
ら
れ
た
い
。 

        

町
内
の
教
育
施
設
の
現
況
調

査
を
行
い
、
本
町
教
育
施
設
の

充
実
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
調

査
を
行
い
ま
し
た
。 

◎
伊
子
茂
小
中
学
校 

小
学
校
３
学
級
５
人
、
中
学

校
２
学
級
６
人
の
児
童
生
徒
数

で
あ
る
。 

所
管
事
務
調
査 

『
教
育
施
設
に
関
す
る
調
査
』 

 

瀬戸内漁協にて調査を行う

総務経済委員 

 

シイタケ栽培を調査する総務 

経済委員（旧節子養豚団地） 



広報せとうち（１３）   ３月６（土）～７日（日） ＬＣ杯小学生バレー大会    

平
成
２４
年
度
に
加
計
呂
麻
島

の
中
学
校
６
校
の
統
合
予
定
場

所
と
な
っ
て
お
り
、
統
合
を
見

据
え
た
上
で
の
問
題
点
と
し
て
、 

・
校
長
室
、
職
員
室
の
増
が
必

要
で
あ
る
。 

・
理
科
室
、
家
庭
科
室
の
水
道

設
備
、
イ
ス
、
机
の
増
が
必
要

で
あ
る
。 

・
女
性
職
員
は
、
ト
イ
レ
を
更

衣
室
代
わ
り
と
し
て
使
用
し
て

い
る
。 

・
体
育
館
、
教
室
の
天
井
に
雨

漏
り
箇
所
が
あ
る
。 

・
職
員
の
駐
車
場
は
、
西
家
の

土
地
を
学
校
と
西
家
が
契
約
し

て
い
る
等
が
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。 

委
員
よ
り
、
統
合
校
と
な
る

た
め
、
施
設
管
理
の
う
え
か
ら

町
に
対
す
る
要
望
等
は
よ
り
詳

細
に
す
べ
き
で
あ
る
。
女
性
用

ト
イ
レ
が
少
な
い
。
駐
車
場
を

西
家
と
学
校
が
契
約
し
て
い
る

が
、
内
容
を
精
査
し
町
が
介
入

す
べ
き
で
は
な
い
か
な
ど
の
意

見
が
あ
り
ま
し
た
。 

◎
阿
木
名
小
中
学
校 

 

小
学
校
６
学
級
７１
人
、
中
学

校
３
学
級
２９
人
の
児
童
生
徒
数

で
あ
る
。 

 

施
設
の
問
題
点
と
し
て
は
、 

・
校
内
放
送
が
体
育
館
と
図
書

室
で
は
聞
こ
え
ず
、
職
員
室
に

テ
レ
ビ
が
な
い
た
め
、
災
害
、

緊
急
時
の
情
報
が
入
ら
な
い
。 

・
職
員
室
校
舎
と
中
学
校
普
通

校
舎
の
渡
り
廊
下
の
屋
根
が
な

く
、
雨
天
時
の
移
動
に
支
障
が

あ
る
。 

・
校
舎
周
辺
の
側
溝
に
蓋
が
な

い
た
め
、
技
術
の
授
業
で
作
成

し
た
木
製
の
蓋
を
使
用
し
て
い

る
が
、
長
持
ち
せ
ず
、
破
損
す

る
た
め
危
険
で
あ
る
。 

・
小
学
校
の
３
年
生
教
室
の
黒

板
の
後
ろ
か
ら
水
漏
れ
が
あ
る
。 

・
特
別
教
室
の
床
が
は
が
れ
、

危
険
で
あ
る
。 

・
校
庭
の
表
面
の
土
が
大
雨
時

流
さ
れ
る
等
が
挙
げ
ら
れ
ま
し

た
。 

 

委
員
か
ら
は
、
理
科
室
、
家

庭
科
室
の
床
は
土
間
に
す
べ
き

で
は
、
勝
浦
の
教
員
住
宅
は
目

隠
し
フ
ェ
ン
ス
を
し
、
居
住
者

の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
が
守
ら
れ
る

よ
う
配
慮
す
べ
き
で
あ
る
と
の

意
見
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

◎
中
央
公
民
館 

 

施
設
の
問
題
点
と
し
て
は
、 

・
築
４５
年
が
経
過
し
、
ほ
と
ん

ど
の
部
屋
で
雨
漏
り
が
あ
る
。 

・
台
風
時
に
単
独
停
電
が
多
く

発
生
す
る
。
要
因
は
配
電
盤
に

水
が
浸
入
し
、
漏
電
を
引
き
起

こ
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。 

・
昭
和
６３
年
に
設
置
し
た
ホ
ー

ル
の
ク
ー
ラ
ー
が
限
界
に
き
て

い
る
。 

・
男
性
用
ト
イ
レ
は
す
べ
て
和

式
と
な
っ
て
い
る
。 

・
館
長
室
が
放
課
後
、
子
ど
も

教
室
の
事
務
室
に
な
っ
て
い
る

等
が
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。 

委
員
か
ら
は
、
男
性
用
の
ト

イ
レ
の
洋
式
化
及
び
内
部
の
部

屋
の
配
置
替
え
が
必
要
で
は
な

い
か
と
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。 

◎
清
水
運
動
公
園 

 

施
設
の
問
題
点
と
し
て
は
、 

・
陸
上
競
技
場
の
芝
生
部
分
の

水
は
け
が
悪
い
。 

・
軟
式
の
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
人

口
芝
生
化
へ
の
整
備
が
急
務
で

あ
る
。 

・
１０
月
の
奄
美
豪
雨
に
よ
り
背

後
の
山
が
崩
落
、
土
砂
が
テ
ニ

ス
コ
ー
ト
に
流
出
し
て
い
る
。 

・
体
育
館
の
屋
根
が
強
雨
時
に

は
雨
漏
り
が
あ
る
。 

・
公
園
の
遊
具
が
老
朽
化
に
よ

り
使
用
で
き
な
い
等
が
挙
げ
ら

れ
ま
し
た
。 

委
員
よ
り
、
陸
上
競
技
場
の

抜
本
的
な
改
修
が
必
要
で
は
な

い
か
。 

ま
た
、
体
育
館
横
の
洗
い
場

は
合
宿
等
に
使
用
す
る
の
で
整

備
が
必
要
で
あ
る
と
の
意
見
が

あ
り
ま
し
た
。 

 

◎
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー 

 

施
設
の
問
題
点
と
し
て
は
、 

・
施
設
内
の
ト
イ
レ
が
１
箇
所

し
か
な
く
支
障
を
来
た
し
て
い

る
。 

・
食
品
庫
に
空
調
設
備
が
な
い
。 

・
ダ
ク
ト
の
ペ
ン
キ
が
剥
げ
、

保
健
所
よ
り
指
摘
を
受
け
て
い

る
。 

・
機
器
類
も
昭
和
５４
年
の
開
設

時
の
も
の
を
使
用
し
て
い
る
が
、

機
器
類
は
国
、
県
の
補
助
対
象

外
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
施
設

阿木名小中学校を調査する文教

厚生委員 

陸上競技場の排水溝関係を 

調査する文教厚生委員 



３月６（土）～７日（日） ＬＣ杯小学生バレー大会   広報せとうち（１４）  

 
の
建
て
替
え
で
な
い
と
補
助
金

が
な
い
と
の
こ
と
で
し
た
。 

 

委
員
か
ら
は
、
他
の
市
町
村

の
施
設
を
調
査
し
、
比
較
す
る

必
要
が
あ
る
と
の
意
見
が
あ
り
、

平
成
２２
年
９
月
に
開
設
し
た
奄

美
市
立
笠
利
学
校
給
食
セ
ン
タ

ー
を
調
査
す
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。 

●
奄
美
市
立
笠
利
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー 

 

同
施
設
は
、
安
全
、
安
心
な

学
校
づ
く
り
交
付
金
事
業
（
平

成
２０
年
～
２２
年
）
で
、
総
事
業

費
約
５
億
４
３
０
０
万
円
（
事

業
費
内
訳
、
国
庫
補
助
金
６
１

０
０
万
円
、
辺
地
債
４
億
３
６

０
０
万
円
、
一
般
財
源
４
５
０

０
万
円
）
を
か
け
て
建
設
し
、

平
成
２２
年
９
月
よ
り
供
用
開
始

し
て
い
ま
す
。 

処
理
能
力
は
１
日
当
り
１
０

０
０
食
で
現
在
６
５
０
食
を
提

供
し
て
お
り
、
厨
房
は
完
全
ド

ラ
イ
シ
ス
テ
ム
方
式
で
あ
り
ま

し
た
。 

◎
古
仁
屋
小
学
校 

 

児
童
数
は
１４
学
級
の
３
６
５

人
で
あ
る
。 

学
校
側
か
ら
の
要
望
と
し
て
、 

・
児
童
数
、
職
員
数
か
ら
し
て

ト
イ
レ
の
数
が
少
な
い
の
で
ト

イ
レ
の
増
設
。 

・
水
道
施
設
の
増
設
。 

・
北
、
東
校
舎
１
階
の
網
戸
の

設
置
。 

・
体
育
館
窓
ガ
ラ
ス
の
サ
ッ
シ

化
。 

・
大
雨
の
際
に
中
学
校
側
、
上

段
校
庭
、
神
社
、
国
道
等
か
ら

の
水
が
学
校
内
の
溜
桝
に
集
中

し
容
量
を
オ
ー
バ
ー
す
る
た
め
、 

水
が
校
庭
に
流
入
し
て
校
庭
の

土
が
学
校
外
に
流
さ
れ
る
こ
と

か
ら
、
校
庭
東
側
と
体
育
館
、

校
舎
周
り
の
側
溝
の
グ
レ
ー
チ

ン
グ
化
。 

・
地
盤
沈
下
の
影
響
か
プ
ー
ル

全
体
が
傾
き
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト

に
亀
裂
が
入
っ
て
い
る
。 

 

委
員
か
ら
は
、
国
道
の
側
溝

か
ら
の
水
が
学
校
内
の
溜
桝
に 

入
ら
な
い
よ
う
に
す
る
よ
う
、

大
島
支
庁
瀬
戸
内
事
務
所
に
要

望
す
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
大

雨
時
に
よ
る
学
校
校
庭
の
土
砂

流
失
へ
の
対
応
に
つ
い
て
は
、

原
因
を
突
き
止
め
、
問
題
解
決

を
す
べ
き
で
あ
る
と
の
意
見
が

あ
り
ま
し
た
。 

 

以
上
で
調
査
を
終
了
し
、
次 

の
意
見
を
町
当
局
へ
提
出
し
ま 

し
た
。 

『
教
育
施
設
に
関
す
る
調
査
』

意
見 

１
．
学
校
施
設
に
つ
い
て 

① 

土
砂
流
失
防
止
の
対
策
を

講
じ
ら
れ
た
い
。
特
に
古
仁

屋
小
学
校
に
つ
い
て
は
、
県

と
も
早
急
に
協
議
さ
れ
た
い
。 

② 

古
仁
屋
小
学
校
の
ト
イ
レ

施
設
の
増
を
図
ら
れ
た
い
。 

③ 

阿
木
名
小
中
学
校
に
つ
い

て
は
、
職
員
室
と
教
室
間
の

屋
根
付
渡
り
廊
下
の
整
備
を

図
ら
れ
た
い
。 

④ 

勝
浦
教
員
住
宅
の
目
隠
し

フ
ェ
ン
ス
の
早
期
設
置
を
図

ら
れ
た
い
。 

⑤ 

伊
子
茂
小
中
学
校
に
つ
い

て
は
、
統
合
予
定
校
と
な
っ

て
い
る
の
で
施
設
の
充
実
を

図
ら
れ
た
い
。 

２
．
給
食
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

は
、
建
設
に
向
け
た
用
地
確
保

を
検
討
さ
れ
た
い
。 

３
．
中
央
公
民
館
に
つ
い
て
は
、

建
て
替
え
ま
で
の
間
の
利
用
者

の
利
便
性
向
上
に
努
め
ら
れ
た

い
。 

４
．
清
水
運
動
公
園
に
つ
い
て

は
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
排
水
対
策

及
び
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
整
備
を

早
急
に
図
ら
れ
た
い
。 

  

時
下
、
益
々
ご
健
勝
の
こ
と
と

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。 

昨
年
は
、
奄
美
集
中
豪
雨
災
害

に
よ
り
本
町
も
多
大
な
被
害
を
受

け
ま
し
た
が
、
現
在
は
国
・
県
、

関
係
機
関
等
の
ご
尽
力
に
よ
り
復

旧
・
復
興
が
着
実
に
進
ん
で
い
る

と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
、
全
国
か
ら

多
額
の
義
援
金
等
を
頂
き
心
か
ら

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

さ
て
今
年
は
卯
の
年
、
飛
躍
の

年
に
し
た
い
も
の
で
す
。
地
方
主

権
の
時
代
、
我
々
地
方
議
会
の
役

割
・
使
命
を
自
覚
し
活
動
し
て
い

き
ま
す
。 

町
民
の
皆
様
、
叱
咤
激
励
を
お

願
い
致
し
ま
す
。（
向
野
） 

議
会
報
編
集
委
員
会 

委
員
長 

 

向
野 

 

忍 
 

 
 

副
委
員
長 

鎌
田 

愛
人 

 
 

 

委 

員 
 

堯 
 

文
俊 

 
 

 
 

〃 
 

 

岡
田 

弘
通 

 
 

 
 

〃 
 

 

林 
 

健
二 

〃 
 

 

吉
見 

洋
和 

古仁屋小学校を調査する文教厚生

委員 



広報せとうち（１５） ３月６（土）～７日（日） ＬＣ杯小学生バレー大会    

創立１３０年 
須子茂小学校 

 明治１３年に開校した歴史ある学校

である本校は、子ども達の前頭葉の活

性化と心の育成という観点から、暗唱

力と表現力の向上に取り組み、２年連

続「ネリヤカナヤ創作童話コンクール」

学校賞受賞や全国小・中学校作文コン

クール県知事賞受賞・海音寺潮五郎記

念読書感想文コンクール優良賞２名受

賞等輝かしい実績を上げています。 

教育目標の「豊かな心をもち、自ら

学ぶ意欲をもって主体的・創造的に行

動するたくましい須子茂っ子の育成」

のもと、４１８名の卒業生を送り出し

ています。最盛時の在校生数は、昭和

２６年の約１３４名、過疎化が進み現

在の在校生数は、６年生 1 名、４年生

２名、３年生２名の５名です。 

特色ある活動として、島津日新公い

ろは歌４７首・犬棒いろはかるた４７

首の全首暗唱（意味まで）、島唄学習会

（朝花節・糸繰節等全７曲修得） 労作教育

（サツマイモ栽培等）を行っています。 

須
子
茂
小
学
校 

校 

歌 

作
詞 

職
員
合
作 

作
曲 

静 

忠
義 

一 

加
計
呂
麻
島
の 

雲
晴
れ
て 

須
子
茂
離
れ
に 

波
静
か 

カ
オ
ル
の
山
の 

露
し
げ
く 

息
吹
く
緑
の 

 

そ
の
中
に 

建
て
る
学
び
舎 

須
子
茂
校 

二 

昇
る
朝
日
は 

 

海
に
映
え 

沈
む
夕
日
は 

 

黄
金
波 

い
つ
き
祭
り
し 

守
り
神 

歴
史
の
古
い 

 

学
び
舎
は 

あ
あ
う
る
わ
し
き
須
子
茂
校 

三 

希
望
と
英
知 

 

母
子
の
像 

白
亜
の
中
に 

 

色
映
え
て 

や
さ
し
く
強
く 

母
の
顔 

無
言
の
教
え 

 

体
し
つ
つ 

正
し
く
生
き
る 

須
子
茂
校 

四 

希
望
は
満
ち
て 

鐘
は
な
る 

 
 

強
い
子
我
等 

 

み
ん
な
し
て 

 
 

雄
々
し
く
育
ち 

は
ば
た
い
て 

 
 

作
ろ
う
里
の 

 

文
化
の
和 

理
想
に
燃
え
る 

須
子
茂
校 

須子茂校の校訓 

明
る
く 

 

正
し
く 

 

根
気
強
く 



３月６（土）～７日（日） ＬＣ杯小学生バレー大会   広報せとうち（１６） 

☆ 平成２３年度道路伐採人夫（本島地区）募集について ☆ 

☆ 平成２３年度道路伐採人夫（加計呂麻地区）募集について ☆ 

 
 
【応募資格】 
① 瀬戸内町（本島地区）に住所を有している２０歳～６５歳までの方 
② 町税及び使用料等に滞納がない者（同一世帯を含む） 
【応募期間】：平成 23 年 3 月 1 日（火）～3 月 15 日（火）まで（土・日・祭日は除く）  

※ 郵送可 3 月 15 日（火） 消印有効 
【申込手続】：所定の申込書兼履歴書を建設課土木施設維持係へ提出のこと。 

（申込書兼履歴書は、役場建設課に置いてあります。） 
【採用方法】：書類選考及び面接を実施。 
       採用者には別途通知いたします。 
【雇用期間】：平成２３年４月１日～平成２３年８月３１日まで 
【職  種】：道路伐採 
【そ の 他】：募集人員４人・（１５日／月）雇用 
      伐採経験者に限る 
【問合せ先】：〒894-1592 瀬戸内町古仁屋船津 23 番地 
 町役場建設課 土木施設維持係 ℡ ７２－１１１１（内線１０６） 
                  ７２―１１２０（ＦＡＸ） 
 
 
 
【応募資格】 
① 瀬戸内町（加計呂麻地区）に住所を有している２０歳～６５歳までの方 
② 町税及び使用料等に滞納がない者（同一世帯を含む） 
【応募期間】：平成 22 年 3 月 1 日（火）～3 月 15 日（火）まで（土・日・祭日は除く）  

※ 郵送可 3 月 15 日（月） 消印有効 
【申込手続】：所定の申込書兼履歴書を建設課土木施設維持係へ提出のこと。 

（申込書兼履歴書は、役場建設課に置いてあります。） 
【採用方法】：書類選考及び面接を実施。 
       採用者には別途通知いたします。 
【雇用期間】：平成２３年４月１日～平成２４年３月３１日まで 
【職  種】：道路伐採 
【そ の 他】：募集人員４人・（１５日／月）雇用 
      伐採経験者に限る 
【問合せ先】：〒894-1592 瀬戸内町古仁屋船津 23 番地 

 町役場建設課 土木施設維持係 ℡ ７２－１１１１（内線１０６） 
                   ７２―１１２０（ＦＡＸ） 

  



広報せとうち（１７） ３月６（土）～７日（日） ＬＣ杯小学生バレー大会 

 
 平成２２年１０月２０日発生した豪雨災害に対しまして、皆様には早速の心温ま

るお見舞い・励ましのお言葉、救援物資さらには多額の義援金を賜り誠に有難うご

ざいました。 

 当災害に対する義援金の受付を保健福祉課で行ってまいりましたが、平成２３年

2 月４日をもって終了させていただきました。下記に義援金の受入及び配分状況を

報告し、お礼といたします。 

 なお、義援金を口座振込で送金いただいた方には、領収書を送付してない方がお

られます。領収書が必要な場合はお問い合わせ下さい。 

 義援金受入額            11,394,000 円 

 義援金配分額 一次配分 床上浸水  70,000/世帯 

        二次配分 床上浸水  284,000/世帯 

             床下浸水  30,000/世帯 

【義援金領収書等の問合せ先】瀬戸内町保健福祉課 保健福祉係 ℡ 0997-72-1068  

 

10.20 瀬戸内町豪雨災害義援金受付終了とお礼 

一般・技術

採用後、所要の教育訓練を終了すると部隊に配属され、部
隊勤務を通じて曹としての教育を受け、採用後２年９ヵ月経
過以降選考により３曹に昇任します。また、将来は幹部へ
の道も拓かれます。

１８歳以上２７歳未満の者一般曹候補生

２０歳以上２６歳未満の者
（２２歳未満の者は大卒（見込み含む）
大学院※修士課程修了者は２８歳未満
（海上自衛隊技術幹部候補生志願者は、理工学課程修了者に限る）

一般・技術

一般大学等の幹部自衛官候補者。採用とともに陸・海・空
曹長に任命され、幹部候補生として約１年間の教育を受け
た後３等陸・海・空尉（大学院※修士課程修了者は２尉）昇
任し幹部自衛官になります。

「歯科」２０歳以上３０歳未満かつ専門の大卒（見込）者
「薬剤」２０歳以上２８歳未満かつ専門の大卒（見込）者※
※学校教育法に基づく大学において、正規の薬学の課程（６年生の
課程に限る）を修めて卒業した者。
薬剤師国家試験の受験資格がある者のうち、学校教育法に基づく大
学院において、正規の薬学の課程を２年以上修め薬学博士の学位
を受けた者

歯・薬剤

自衛隊の衛生分野において、医療衛生業務に従事する幹
部自衛官となります。歯科医師または薬剤師の免許取得
後２等陸・海・空尉となります。
（薬剤師免許取得者のうち旧４年生課程を卒業した者は３
等陸・海・空尉）になります。

２年以内に１０日の教育訓練を受け、終了した者は終了の
翌日に陸上予備自衛官として任用されます。

１８歳以上３４歳未満の者 ３年以内に５０日の教育訓練を受け、終了した者は終了の
翌日に陸上予備自衛官として任用されます。

予
備
自
衛
官
補

技能公募

一般公募

技術
貸
与
学
生

　（幹部候補生・一般曹候補生・予備自衛官補・貸与学生）　募集中

【お問い合わせ先】
奄美市名瀬永田町１７－３　大島支庁別館　２階
自衛隊　鹿児島地方協力本部　奄美大島駐在員事務所
電話：０９９７－５３－９１０３

応　募　資　格 将　　来　の展　望

理・工系の大学又は大学院に在学する者で卒業（終了）後
自衛隊に勤務しようとする者に学資金（月学54,000）を貸与
するもの。大学卒業後または大学院終了後は、採用ととも
に幹部自衛官（陸・海・空曹長）に任命され、教育終了後幹
部自衛官となります。（金額は平成２２年４月１日現在）

大学の理学部、工学部の３．４年次または大学院※修士課程に在学
し採用年次に該当する者
（詳しくはご連絡下さい）

幹
部
候
補
生

１８歳以上で各種国家資格等を有する者
（年齢は技術区分ごと上限を設定）



３月６（土）～７日（日） ＬＣ杯小学生バレー大会   広報せとうち（１８） 

 
瀬戸内町では、民泊型教育旅行（修学旅行）の受け入れを目指して取り組みを進め

ています。 ※ 民泊とは民家宿泊のことです。 

 近年、田舎における農林漁村の生活を丸ごと体験できる民泊型による修学旅行は増

加傾向にあります。 ※ 対象は小・中・高生のみです。 

鹿児島県では、こうした児童生徒の体験型修学旅行における民泊につきましては、

営業等の許可が不要で、どなたでも登録することができます。各家庭での体験プログ

ラムにつきましても、農作業や食事の手伝い、釣り、集落内散策などで、特別なもの

は必要ありません。 ※ 農家でなくてもかまいません。 

 また、民泊家庭には、一人当たり７千円程度の体験料が支払われることになってい

ます。 

都会の子ども達との交流を通して、まちづくり（集落の活性化）につなげたいと考

えています。 

 つきましては、修学旅行生等の民泊を受け入れていただけるご家庭を下記のとおり

募集します。 

みなさんからのご応募を、心よりお待ちしています！！ 

 ◆◆◆  応 募 方 法 ◆◆◆  

次の事項を、電話又はＦＡＸ（ファックス）にてご応募ください。 

①住所  ②氏名  ③連絡先  ④受入可能人数  ⑤体験プログラム 

≪応募先・連絡先≫ 

〒894－1592 瀬戸内町古仁屋船津 23 

瀬戸内町役場企画課 きらめき推進室 （担当：田中、長、龍元） 

電話 ７２－１１１２（直通） ファックス ７２－１１２０（代表） 

 道路は、生活の向上と経済の発展に欠くことのできない国民共有の、つまりあなた

の財産です。みんなが道路と親しみ、ふれあい、常に広く、美しく、安全に、共に楽

しく利用し、子孫に受け継いでいきましょう。 

◎ 平成２２年度推進標語 最優秀賞 「また明日 きっと歩こう この道を」 

【応募期間】平成２３年３月３１日（木）まで （当日必着） 

【問合せ先】http://www.mlit.go.jp/report/press/road01_hh_000146.html 

民泊型教育旅行受入家庭募集！ 

「道路ふれあい月間」標語の募集募集について 



広報せとうち（１９） ３月６（土）～７日（日） ＬＣ杯小学生バレー大会 

 
 
 軽自動車税とは、下記所有者に対して課税される税金です。 
① 原動機付自転車（１２５ＣＣ以下、ミニカー） 
② 小型特殊自動車（農耕トラクター、フォークリフト等） 
③ 軽自動車（総排気量６６０ＣＣ以下の四輪及び三輪、 

１２５ＣＣ以上～２５０ＣＣ以下の二輪） 
④ 二輪の小型自動車（２５０ＣＣを超えるもの） 
 

軽自動車税は、毎年４月１日現在、瀬戸内町内にある軽自動車を所有する人

に課税されますので、譲渡された方や使用していない軽自動車をお持ちの方は、

３月３１日までに廃車の手続きを行ってください。 
【問合せ先】 

 ①、②の廃車手続きは、瀬戸内町役場 税務課 ℡７２－１１１６ 

 ③、④の廃車手続きは、奄美大島自動車整備工業共同組合（奄美市和光町） 

             ℡ ０９９７－５２－１４９６ 

※ 軽自動車税の減免について 

身体障害者（身障者、精神障害者、知的障害者）が所有する車においては障害等

級により減免できます。詳しいことは税務課まで問い合わせ下さい。 

●受付年度 

  瀬戸内町に本社又は営業所を置く業者・・・平成２３年度分 

  その他町外業者・・・・・・・・・・・・・平成２３年度～２４年度分 

 

●受付期間 

  平成２３年２月１日（火）～平成２３年３月３１日（木） 

※ 例年に比べて受付時期が早まっていますので、ご注意ください。 

 

●提出書類 

 「建設工事入札参加資格審査申請書」外、必要書類は町のホームページより 

  ダウンロード出来ますのでご利用ください。 

    トップページ・トピックス 

       ↓ 

    指名願いの受付についてお知らせ 

       ↓ 

    「入札・契約関係」  

平成２３年度瀬戸内町建設工事入札参加資格に関する様式 

【問合せ先】 瀬戸内町建設課 ℡ 0997-72-1197 

 軽自動車の廃車について  

建 設 工 事 等 の 指 名 願 い 受 付 に つ い て 



３月６（土）～７日（日） ＬＣ杯小学生バレー大会   広報せとうち（２０） 

 奄美群島振興開発基金からのお知らせ  

この基金は、奄美群島の産業振興を図るため、融資業務・保証業務により事

業者の方々への事業資金の円滑な供給に努めています。 
★★奄美基金の主な融資制度のご案内★★ 

資金名 資金使途 貸付限度額 貸付期間 貸付利率 
農・林業振興資金（畜

産・椎茸・果樹・花き外） 設備資金 
個人 1,000 万円 
法人 1,500 万円 

5～15 年 1.50～1.65% 

水 産 業 振 興 資 金

（漁船取得・改造外） 
設備資金 

個人 2,000 万円 
法人 4,000 万円 

5～10 年 1.50～1.65% 

観光関連産業振興

資金（民宿・遊漁船外） 
設備資金 
運転資金 

個人 7,000 万円 
法人 7,000 万円 

設備 15 年 
運転 7 年 

設備 1.85～3.65% 
運転 2.25～3.35% 

流通・加工業等振興

資金（一時産業従事者等） 
設備資金 
運転資金 

個人 4,800 万円 
法人 4,800 万円 

設備 10 年 
運転 7 年 

設備 1.85～3.65% 
運転 2.25～3.35% 

地域資源等振興資

金（大島紬・焼酎製造等） 
設備資金 
運転資金 

個人 7,000 万円 
法人 7,000 万円 

設備 15 年 
運転 7 年 

設備 1.85～3.65% 
運転 2.25～3.35% 

地域活性化・雇用促

進資金（雇用の促進等） 
設備資金 
運転資金 

個人 7,000 万円 
法人 7,000 万円 

設備 15 年 
運転 7 年 

設備 1.85～3.65% 
運転 2.25～3.35% 

※ 貸付金利は、平成 23 年 1 月 17 日現在のものです。 
※ 貸付期間及び貸付利率は資金使途などにより異なります。また融資にあた

っては所定の審査が必要となります。 
※ 平成 21 年 4 月から新しい資金も加わりました。（地域活性化・雇用促進資金） 
◆保証業務は、事業者の方々が金融機関から借入を行う際に、奄美基金が信

用保証を行うことで、円滑な資金供給を支援する制度です。 
【問い合わせ先】独立行政法人奄美群島振興開発基金 

奄美市名瀬港町 1-5 ℡ 52-4511 fax 52-4514 

 
 

 

町では介護予防を目的に、高齢者の生きがいづくり、地域の皆様の健康づく

りのために、健康づくり推進員が各地区に出向き、教室を開催しています。 

 平成２３年度の開催地区を募集いたしますので、希望される地区は下記まで

申し込みください。 

【期 間】平成２３年５月～平成２４年３月まで 

《毎月開催・２箇月に１回開催・年に２～３回開催などご希望の開催日程に調

整させていただきます》 

【内 容】主にグラウンドゴルフ 雨天時はレクリエーションや健康体操など 

【申込方法】平成２３年３月１８日までに保健福祉課保健予防係へ申込下さい。 

【問合せ先】保健福祉課 保健予防係 ℡ ７２―１１２２（直通） 担当 林 

元気な笑顔教室（本島側）・でぃ～うもろう会（加計呂麻地区） 

～ 開 催 地 区 募 集 の お 知 ら せ ～ 



広報せとうち（２１）   ３月６（土）～７日（日） ＬＣ杯小学生バレー大会 

 
 
奄美群島において建物や設備を新設・増設したときには、特別償却や県税・市町村税の免除などの措置が

受けられます。是非ご活用ください。 

 詳細は、税務署、大島支庁県税課、市町村税務担当課、税理士へお問い合わせください。 

◎ 奄美群島における税制特例措置について 

１ 国税（所得税・法人税）の特別償却制度                （平成１０年度～） 

(1)対象業種 

      

      

 

 製造業、農林水産物販売業※１，情報サービス業等※２， 

※１ 奄美群島において生産された農林水産物又は当該農林水産物を原料若しくは材料

として製造、加工若しくは調理したものを店舗において主に奄美群島以外の地域の者に

販売することを目的とする事業。 

※２ 情報サービス業、有線放送業、インターネット付随サービス業（ポータルサイト・

サーバー運営事業等）、前期の業種以外で情報通信の技術を利用する方法により行う商品

又は役務に関する情報の提供に関する事業（コールセンター） 

※旅館業は、過疎地域（奄美群島１２市町村）の中で対象業種となります。 

(2)内  容 

      

 事業の用に供する設備（取得価額2,000万円超）を新設又は増設した場合に、その 

 機械・装置につき 10/100、建物・附属設備につき6/100の特別償却を認める。 

    ※ 設備投資をした年に、通常の減価償却に上乗せして減価償却が 

    できるので、税の負担を安くできるメリットがあります。 

(3)根拠法等  租税特別措置法第１２条第１項の表の第１号のロ，ハ，第４５条第１項の表の第 

 １号のロ，ハ，同法施行令第６条の３，第２８条の９ 

２ 地方税の課税免除等                          （平成１１年度～） 

(1) 対 象 業 種  製造業、旅館業、観光関連農林水産物販売業※４， 

 情報通信産業等等※５， 畜産業、水産業、薪炭製造業 

※４ 国税の「農林水産物販売業」と同じ事業 

※５ 国税の「除法サービス事業」と同じ事業 

(2) 

 

内 

 

 

容 

 

 

県 

 

  

事業税 

    

    

    

 ①製造業、旅館業、観光関連農林水産物販売業、 

   情報通信産業等    

   「特別償却設備」（特別償却の適用を受ける設備、取得価額2,500万円超、 

    新設又は増設，以下同じ）に係る事業税 

 ②畜産業、水産業、薪炭製造業 

    事業日数が労働日数の１／３を超え１／２以下の個人に係る事業税 

不動産 

取得税 

 ①製造業、旅館業、観光関連農林水産物販売業、 

   情報通信産業等      

   「特別償却設備」である建物、敷地である土地に係る不動産取得税 

市 

町 

村 

固  定 

資産税 

 ①製造業、旅館業、観光関連農林水産物販売業、 

   情報通信産業等     

   「特別償却設備」である建物，機械・装置、敷地である土地に係る固定 

    資産税（旅館業は機械・装置を除く） 

(3) 根 拠 法 等  奄美群島振興開発特別措置法第６条の１３、奄美群島振興開発特別措置法第６条の

１３の地方税の課税免除又は不均一課税に伴う措置が適用される場合等を定める省

令、奄美群島における県税の特別措置に関する条例、市町村条例 

 

ご存知ですか？製造業（例：黒糖焼酎・大島紬）や旅館業（例：ホテル・民宿）等の事業主の皆様 



３月６（土）～７日（日） ＬＣ杯小学生バレー大会   広報せとうち（２２） 

平成２３年３月７日（月）、当局奄美支局は、下記のとおり庁舎を移転します

ので、お知らせいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２３年３月４日（金）まで 

〒８９４－００２６ 

奄美市名瀬港町 2 番 16 号 

 

平成２３年３月７日（月）から 

〒８９４－００３４ 
奄美市名瀬入舟町２３番１号 

 
お問い合わせ 鹿児島地方法務局奄美支局 ０９９７－５２－０３７６ 

鹿児島地方法務局総務課  ０９９－２５９－０６８０（代表） 

鹿児島地方法務局奄美支局移転のお知らせ 



広報せとうち（２３）  ３月６日（土）～７日（日）ＬＣ杯小学生バレー大会 

3月 2011年(平成23年) せとうち情報カレンダー 
日 月 火 水 木 金 土 

27 28 1 2 3 4 5 
 ☆母子相談 

☆元気な足

腰講座 

 ☆遊びの広場 

☆１歳６箇月

児健診 

☆男の料理

教室 

 ☆元気な笑顔

交流会（清水） 

☆ＬＣ杯小学

生バレー大会

～６日 

6 7 8 9 10 11 12 
 ☆きゅら島

コツコツ 

☆母子相談 

☆元気な足

腰講座 

 ☆遊びの広場 ☆精神デイ

ケア 

☆でぃ～う

もろー交流

会 

13 14 15 16 17 18 19 
☆町クラブ

対抗バレー

ボール大会 

☆きゅら島

コツコツ 

☆母子相談 

☆元気な足

腰講座 

 ☆遊びの広場 

☆男の料理

教室 

 ☆親子教室 

☆青少年育

成の日 

20 21 22 23 24 25 26 
☆家庭の日 春分の日 

 

☆母子相談 

☆元気な足

腰講座 

 ☆遊びの広場 

☆６箇月児健

診 

☆精神デイ

ケア 

 

27 28 29 30 31 1 2 
 ☆きゅら島

コツコツ 

☆母子相談 

☆元気な足

腰講座 

 ☆遊びの広場   

○母子相談、元気な足腰講座、遊びの広場、１歳６箇月児・６箇月児健診、男の料理教室、

元気な笑顔交流会、きゅら島コツコツ、精神デイケア、でぃ～うもろー交流会、親子教室

の問い合わせは、保健福祉課へ 

○青少年育成の日、家庭の日の問い合わせは、社会教育課へ 

○ＬＣ杯小学生バレー大会の問い合わせは、古仁屋バレーボールスポーツ少年団へ 

○町クラブ対抗バレーボール大会の問い合わせは、町バレーボール連盟へお願いします。 

※日程は、変更される場合があります。ご確認下さい。 

 



３月６（土）～７日（日） ＬＣ杯小学生バレー大会   広報せとうち（２４） 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「お誕生・ご結婚・

お悔やみ」は 1月

に届けられた分

のうち、希望者の

みを掲載していま

す。 （敬称略） 

お
誕
生 

 
 

お
め
で
と
う 

 
 

名 

前 
 

保
護
者 
住
所 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

田
崎 

優
頼

ゆ

ら

い 

譲

 

福
岡
県 

田
中 

琳
誠

り
ん
せ
い 

誠 
 

嘉 

鉄 

泰 
 

輝
良
大

き

ら

と 

章
文 

古
仁
屋 

安
田 

晃
琉

ひ

か

る 

智
一 

古
仁
屋 

新 
 

陸 り
く 

 

秀
光 

節 

子 

譽
田 

心
彩

こ

こ

あ 

宏 
 

古
仁
屋 

ご
結
婚 

 
 

お
め
で
と
う 

名 

前 
  

 

本 

籍 

元 
 

雄
治 

 

嘉 

徳 

板
橋 

雅 
 

 

北
海
道 

瀬
本 

誠
也 

 

油 

井 

池
田 

清
香 

 

古
仁
屋 

森 
 

秀
満 

 

古
仁
屋 

椎
葉 

厘
香 

 

宮
崎
県 

兼 
 

友
和 

 

請
阿
室 

加
藤 

美
希 

 
 

芝 

お
悔
や
み 

 
 

申
し
上
げ
ま
す 

 

氏 

名 
 
  

年
齢 

 

本 

籍 

朝
谷 

末
男 

６４ 

手 

安 

田
中 

保
男 

８２ 

薩 

川 

田
畑 

健
三 

７６ 

古
仁
屋 

出
水 

あ

 

９１ 

嘉 

鉄 

高
山 

徳
江 

８９ 

古
仁
屋 

弓
削
タ
ツ
エ 

８４ 

久 

慈 

重
野
シ
ゲ
子 

９３ 

武 

名 
祝 

登
與
仁 

８６ 

阿
木
名 

吉
田 
栄
長 

８７ 

阿
木
名 

渡 
ト
シ
子 

８２ 

渡 

連 

中
村 

福
三 
８３ 

野
見
山 

松
本
山
富
廣 
９３ 

秋 

徳 

久
保 

安
子 

８２ 
生 

間 

田
島 

忠
秋 

８８ 
諸 
鈍 

林 
 

純
義 

６４ 

大
島
郡 

早
田 

サ
チ 

８２ 

古
仁
屋 

曻 
 

清
治 

８３ 

篠 

川 

圓 

ト
ヨ
子 

９１ 

古
仁
屋 

香
典
返
し(

社
協
へ)

（
１
月
分
） 

（
遺
族
） 

（
故
人
）(

住
所) 

山
下 

宗
一 

ツ
ギ 

船 

津 

房 

真
砂
子 

弘
久 

船 

津 

田
中
ト
シ
エ 

保
男 

大 

湊 

出
水 

郁
子 

あ

 

嘉 

鉄 

時
永 

真
司 

節
子 

網
野
子 

合
計
金
５
６
０
，
０
０
０
円
也 

奄
美
豪
雨
義
援
金 

（
氏
名
）  

  

関
西
瀬
戸
内
会 

奄
美
豪
雨
被
害
チ
ャ
リ
テ
ィ
島
唄
Ｌ
Ｉ
Ｖ
Ｅ 

in
福
岡
実
行
委
員
長 

常
田
敏
広
ほ
か
一
同 

ス
ペ
ー
ス
シ
ャ
ワ
ー
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク 

青
木 

信
自 

全
世
界
空
手
連
盟
・
新
極
真
会
有
志
一
同 

瀬
戸
内
町
ふ
る
さ
と
応
援
基
金 

（
氏
名
） 

（
金
額
） (

住
所)  

勝 
 

和
子 

一
万
円 

横
浜
市 

広
報
紙
郵
送
料 

 

（
氏
名
） 

 
 

 
 (

住
所)  

上
原 

ち
よ
み 

五
千
円 

大
府
市 

脇
田 

輔
文 

一
万
円 

町
田
市 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

              
も
う
一
度
「納
付
案
内
書
」の
確
認
を
！ 

保
険
料
の
未
納
期
間
が
多
い
と
、
将
来
も
ら
う
老
齢
基
礎
年

金
の
額
が
少
な
く
な
る
だ
け
で
な
く
、
年
金
を
も
ら
う
権
利
そ

の
も
の
が
な
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
障
害
基
礎
年

金
や
遺
族
基
礎
年
金
も
保
険
料
の
未
納
や
納
付
の
遅
れ
が
あ
る

と
、
も
ら
え
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

半
額
免
除
等
の
免
除
を
受
け
て
い
る
人
も
、
半
額
等
の
保
険

料
を
納
め
な
い
と
未
納
に
な
り
ま
す
。
お
手
持
ち
の
納
付
書
を

確
認
し
て
、
納
め
忘
れ
が
あ
る
人
は
、
お
近
く
の
金
融
機
関
・
郵

便
局
な
ど
で
納
め
て
く
だ
さ
い
。
納
付
書
を
紛
失
さ
れ
た
方
は
、

お
近
く
の
年
金
事
務
所
で
再
発
行
し
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。 

そ
の
時
々
の
届
出
を
忘
れ
ず
に
！ 

春
は
、
就
職
・
転
勤
・
進
学
な
ど
あ
わ
た
だ
し
い
季
節
で
す
。

次
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
市
町
村
の
国
民
年
金
担
当
窓
口
へ
の

届
出
が
必
要
で
す
の
で
、
お
忘
れ
な
く
。 

①
六
十
歳
に
な
る
前
に
、
会
社
な
ど
を
退
職
し
た
と
き
（
扶

養
し
て
い
る
配
偶
者
が
い
る
人
は
合
わ
せ
て
届
出
が
必
要
） 

②
引
越
し
な
ど
で
住
所
が
変
わ
っ
た
と
き 

③
氏
名
が
変
わ
っ
た
と
き 

お
問
い
合
わ
せ
先 

奄
美
大
島
年
金
事
務
所 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

℡
０
９
９
７
（５
２
）
４
３
４
１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年金キャラクター

「もくもく」  

ね
ん
き
ん 

コ
ー
ナ
ー 

◇使って実感！ネットで申告「e-Tax」◇ 

「国税電子申告・納税システム（e-Tax）」では、

自宅やオフィス、税理士事務所などからインター

ネットを利用して、国税に関する各種手続き（①

所得税、法人税、消費税、酒税及び印紙税の申告

②すべての国税の納税③納税証明書の交付請求

及び法定調書の提出などの申請・届出等）ができ

ます。詳しくは http://www.e-tax.nta.go.jp まで 

 

http://www.e-tax.nta.go.jp/


広報せとうち（２５）  ３月６（土）～７日（日） ＬＣ杯小学生バレー大会 

～
河
川
環
境
の
改
善
を
目
指
し
～ 

 

１
月
１１
日
、
大
島
支
庁
瀬
戸

内
事
務
所
建
設
課
と
町
建
設
課

は
、
漁
港
事
業
に
よ
り
埋
め
立

て
ら
れ
、
川
の
流
れ
が
悪
く
な

り
悪
臭
漂
う
、
大
湊
交
番
派
出

所
前
の
河
川
環
境
改
善
を
目
指

し
、
エ
コ
バ
イ
オ
ブ
ロ
ッ
ク
の

試
験
施
工
を
行
い
ま
し
た
。 

エ
コ
ブ
ロ
ッ
ク
は
、
自
然
界

に
あ
る
微
生
物
を
利
用
し
水
質

浄
化
す
る
た
め
、
環
境
に
配
慮

し
た
安
全
な
公
共
工
事
で
す
。 

当
日
は
、
商
工
会
、
建
設
協

会
、
観
光
協
会
な
ど
か
ら
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
が
あ
り
、
期
待
の
高

さ
が
う
か
が
え
ま
す
。 

       

～
地
域
活
性
化
へ
人
材
育
成
～ 

１
月
１１
日
、
役
場
委
員
会
室

で
、
民
泊
型
教
育
旅
行
ビ
ジ
ネ

ス
・
ノ
ウ
ハ
ウ
研
修
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
こ
の
事
業
は
、
農

山
漁
村
地
域
に
お
い
て
、
地
域

資
源
を
活
用
し
た
体
験
プ
ロ
グ

ラ
ム
な
ど
の
商
品
を
開
発
し
、

民
泊
型
修
学
旅
行
受
入
ビ
ジ
ネ

ス
の
創
業
人
材
を
育
成
、
情
報

発
信
・
営
業
等
を
実
践
す
る
こ

と
で
、
新
た
な
地
域
経
済
の
促

進
を
図
る
も
の
で
す
。 

講
師
の
井
出
氏
は
、「
瀬
戸
内

で
出
来
る
こ
と
、
地
域
に
あ
る

も
の
を
生
か
し
、
自
分
の
感
情

を
素
直
に
伝
え
れ
ば
い
い
」
と

ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
し
た
。 

      

～
盟
約
十
周
年
を
迎
え
～ 

１
月
２０
日
、
南
相
馬
市
小
高

区
中
部
地
区
区
長
会
（
江
井
富

雄
会
長
）
１０
名
が
、
役
場
へ
表

敬
訪
問
に
訪
れ
ま
し
た
。 

こ
れ
は
、
故
島
尾
敏
雄
氏
を

縁
と
し
た
旧
小
高
町
時
代
に
、

姉
妹
都
市
盟
約
を
結
ん
で
か
ら

今
年
で
１０
年
目
を
迎
え
る
こ

と
か
ら
、
友
好
親
善
を
目
的
に

訪
れ
た
も
の
で
す
。 

区
長
会
は
、
奄
美
豪
雨
の
傷

跡
が
残
る
道
路
に
驚
き
な
が
ら

も
町
内
を
視
察
、
小
高
区
と
の

違
い
を
新
た
に
し
て
い
ま
し
た
。 

         

～
ホ
ノ
ホ
シ
太
鼓
で
お
出
迎
え
～ 

１
月
２２
日
、
せ
と
う
ち
「
海

の
駅
」
へ
豪
華
客
船
「
に
っ
ぽ

ん
丸
」（
全
長
約
１６７
メ
ー
ト
ル
、

総
ト
ン
数
約
２
万
２
千
ト
ン
・

商
船
三
井
客
船
㈱
）
が
入
港
し
、

多
く
の
町
民
が
詰
め
掛
け
歓
迎

ム
ー
ド
に
包
ま
れ
ま
し
た
。 

に
っ
ぽ
ん
丸
は
、
１
月
２０
日
、

横
浜
港
を
出
港
、
古
仁
屋
港
を

経
由
し
、
那
覇
港
へ
と
向
う
那

覇
ク
ル
ー
ズ
の
一
環
と
し
て
入

港
し
、
乗
客
は
一
日
、
加
計
呂

麻
観
光
や
物
産
展
な
ど
で
奄
美

を
満
喫
し
て
い
ま
し
た
。 

         

～
タ
イ
ガ
ー
マ
ス
ク
現
象
本
町
に
も
～ 

１
月
１７
日
、
町
役
場
に
「
瀬

戸
内
町
の
伊
達
直
人
」
か
ら
水

害
見
舞
金
が
届
け
ら
れ
ま
し
た
。

メ
ッ
セ
ー
ジ
に
は
、「
タ
イ
ガ
ー

マ
ス
ク
運
動
に
感
銘
を
受
け
ま

し
た
。
年
金
暮
ら
し
で
少
し
で

す
が
復
興
に
役
立
て
て
く
だ
さ

い
」
と
あ
り
、
町
側
は
、「
本
人

の
意
向
を
尊
重
し
大
切
に
使
わ

せ
て
頂
き
た
い
」
と
し
て
義
援

金
と
し
て
受
け
付
け
ま
し
た
。 

※
タ
イ
ガ
ー
マ
ス
ク
現
象
と
は 

１２
月
２５
日
、
群
馬
県
中
央
児

童
相
談
所
の
正
面
玄
関
に
箱
入

り
の
ラ
ン
ド
セ
ル
１０
個
が
置

か
れ
て
お
り
、
カ
ー
ド
に
「
伊

達
直
人
」
と
署
名
、
当
初
誰
も

気
付
か
な
か
っ
た
が
、
ア
ニ
メ

の
主
人
公
、
伊
達
直
人
が
育
っ

た
施
設
へ
大
人
に
な
っ
て
収
入

の
一
部
を
寄
付
す
る
行
為
へ
の

時
を
隔
て
た
善
意
の
連
鎖
の
事
。 

水
質
浄
化
へ
試
験
施
工

災
害
消
防
救
助
業
務
応
援
協
定 

に

っ

ぽ

ん

丸

寄

港

で

ま

ち

づ

く

り

を 

民
泊
型
教
育
旅
行
研
修
会 

チ

 

小
高
区
区
長
会
表
敬
訪
問

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
ま
ち
づ
く
り
を 

伊

達

直

人

現

る

で

ま

ち

づ

く

り

を 

河川にブロックを敷く作業員 

講師の話に耳を傾ける研修生  

江井会長から親善のあいさつ 

船内見学をする町民 



３月６（土）～７日（日） ＬＣ杯小学生バレー大会   広報せとうち（２６） 

～
奄
美
民
謡
と
舞
踊
の
大
共
演
～ 

１
月
３０
日
、
第
５
回
交

流
と
チ
ャ
リ
テ
ィ
の
瀬
戸
内

公
演
（
関
西
奄
美
民
謡
保
存

会
主
催
・
町
文
化
協
会
共
催
）

が
、
清
水
運
動
公
園
総
合
体

育
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

奄
美
本
島
、
喜
界
島
、
徳

之
島
、
沖
永
良
部
島
、
与
論

島
の
５
地
区
・
２０
教
室
が
出

演
し
た
公
演
に
、
約
５
０
０

名
の
観
客
が
集
い
、
会
場
は

外
の
寒
さ
に
負
け
な
い
熱
気

で
溢
れ
て
い
ま
し
た
。 

～
篠
川
の
た
ん
か
ん
園
で
～ 

２
月
１
日
、
２
０
１
０
年

産
「
奄
美
た
ん
か
ん
」
ハ
サ

ミ
入
れ
式
（
Ｊ
Ａ
あ
ま
み
大

島
事
業
本
部
主
催
）
が
、
篠

川
の
元
克
美
さ
ん
の
農
園
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
今
期
の
出

荷
量
は
、
昨
年
の
豪
雨
災
害

の
影
響
で
、
昨
年
を
下
回
る

見
込
み
で
す
が
、
平
均
糖
度

は
１１
度
と
高
く
、
奄
美
た
ん

か
ん
の
ブ
ラ
ン
ド
確
立
へ
弾

み
が
付
く
も
の
と
期
待
さ
れ

ま
す
。 

～
歩
行
者
天
国
で
商
店
街
賑
わ
う
～ 

１
月
２９
日
、
古
仁
屋
中
央

通
り
、
朝
日
通
り
で
、
商
工

会
祭
り
（
信
島
一
会
長
）
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

祭
り
は
、
商
工
会
の
青
年

部
と
女
性
部
が
中
心
に
な
り
、

商
店
街
の
活
性
化
を
目
的
に

行
わ
れ
る
恒
例
行
事
で
、
ホ

ノ
ホ
シ
太
鼓
や
金
管
バ
ン
ド
、

フ
ラ
ダ
ン
ス
な
ど
の
舞
台

発
表
や
綱
引
き
大
会
、
抽

選
会
が
行
わ
れ
、
大
勢
の

参
加
者
で
盛
り
上
が
り
ま

し
た
。 

     

   
清掃前 完了 ・換気扇 

・台所、浴室 

・トイレ 

・窓ガラス。他 
  

㈲瀬戸内ビルシステム  代表取締役 重 村 太 三 

瀬久井  ０８０－１５４０－３６１４ 

歓歓送送迎迎会会・・歳歳のの祝祝・・法法事事・・各各種種宴宴会会承承りりまますす。。   

大好評 ヘルシー御膳（要予約）¥１，０５０ ランチのみ 

毎月14日は 黒まぐろディー 

郷土料理 味園  斉藤美保子 
古仁屋春日 ℡72-2276 fax 72-1708 

※ 貸事務所あります。お気軽に相談下さい。 

★ 民宿あじぞの…１泊素泊まり2,700円（1人）  
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★ 太陽光システムには１０年間の保証付き 

★ 余力電力は売電できます 

★ 今なら国からの補助金も！ 

料金シュミレーション等 

お気軽にお問合せ下さい 

(有)ニシナ電器 代表 仁科 昇 

℡ ７２－０７７４ 

編集後記 

大相撲の八百長疑惑問題で、春場所が中

止になりました。不祥事による中止は初と

のこと。スポ少の豆力士の活躍や序ノ口優

勝の蘇君、角界入りの川畑君と相撲の話題

に事欠かない本町だけに、早期での全容解

明と信頼回復に向けた再出発を願いたい。 
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